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一章







「俺……木き村むら、いや、泉いずみのことが好きだ」

「……え、水みず瀬せ？」

　完全下校の時間を知らせる放送が聞こえてくる。いつもなら慌てて帰り支度をするところだが、今はそれどころではなかった。たった今、水瀬から好きだと告白をされた。視線と直前に投げかけられた言葉に驚いていた自分は立ちすくむ。水瀬は答えを待つように机に腰を預け自分だけを見つめている。夕日が沈む直前のまぶしい西日に照らされた姿は美しく、泉は見惚れてしまった。

「……泉、俺今告白したと思うんだけど」

「え、あ、う、うん」

「返事……聞いてもいい？」

「あ、う、み、水瀬。その、ほ、本気？」

　田舎の町には似合わない、あか抜けた美しい男子生徒に誰もが夢中になっていた。そんな人気者の彼と自分は関係ないと蚊帳の外から見物していたが、いつしか、こうして二人きりの逢瀬を重ねるようになっていた。きっかけは本当に些細な事。陸上部である自分はグラウンドを走り、彼がそれを見ていたということだった。まさか自分を好きになってくれるなんて思いもしなかった。

（きっと私のほうがずっと前から好きだった）

　溢れそうな思いをぐっと飲み込む。

「本気だよ。だけど、」

　水瀬の顔に影がかかる。何となく嬉しい話だけではないような気がして、泉は答えをしぶってしまった。

「泉の走る姿を見ていて、やっと決心がついたよ」

　誰もいない教室に、低く優しい声が響く。一音一音にうっとりと心を震わせてしまうほど心地よい音だった。

「……決心？」

「そう。ずっと甘えていたけど、親の言う通りにするのも悪くないってことだ」

「……そう、なんだね。私は、その決心を聞ける？」

　彼が東京から越してきたことを思い出す。自分への好意と、彼の決心がどう結びつくのかは分からない。告白をしてきたが、別れが近いのだろう。恋愛沙汰には疎い泉にでも、なんとなく分かってしまった。

「泉が、告白の答えをくれたら話そうかな」

　なにそれ、と頬を膨らませる。意地悪だと口にすると、臆病なんだと返ってきた。穏やかで物静かだった水瀬の見たことのない一面を知る。返事など言葉にしなくても分かってしまいそうだと泉は指をもじもじさせる。

「ね、だから返事をくれる？」

　ねだる様な口ぶりに、泉はついに観念した。なぜなら、余裕そうな表情とは裏腹に、組んだ手の指先が少し震えていたからだ。本気の想いが伝わってくる。

「私も……水瀬が好きだよ」

「……うん。知ってた……」

「もう！」

　じゃれあうように右手を伸ばすと、硬い胸板に当たる。ぱしん、と軽い音がしたと同時に、水瀬がわざとらしく「痛い」と声をあげた。

「もう。意地悪」

「うん、ごめん。でも、これで頑張れそうだ」

　胸に当たった手を取られる。手首を握り締められ、その手の大きさに驚く。

（男の人だ）

　自分との性別の違いに驚いていると、水瀬が腰かけていた机から立ち上がる。

「泉、好きだよ」

　日が沈み、闇が支配し始めた教室の中で、彼はもう一度そう口にした。その言葉に、かっと顔が熱くなる。もちろん、赤くなっているだろうが、それは夕日のせいだと自分の中でごまかす。

「返事をしたんだから、教えてよ」

「泉は走り続けてくれたらいいよ。俺は泉が走るためのシューズを作るから」

「……ええ？　何、それ」

「約束できたらいいんだけど。現時点で俺のスタートはかなり遅れているから。これからダッシュして追い付かないと」

　照れ隠しのように笑う姿に、胸の奥がぎゅっと締め付けられる。せつないような、くすぐったいような。そんな淡い思いが泉の中に芽生える。

「水瀬……私、頑張れるかな。走り続けられるかな」

「……泉はきっと大丈夫だよ。ずっと見てた俺が保証する」

「うん、頑張る。ありがとう」

　それと、と水瀬が言葉を続けた。そしてこっそり耳打ちされた言葉に、泉は顔を赤くする。

「ね。名前、呼んでみてよ」

「う、今日の水瀬はずっと意地悪だ」

「違うだろ？　泉」

「……よ、美よし晴はる」

　名を呼んだことで、美晴が顔をほころばせた。男性に、『綺麗』と言っていいのか分からないが、心の底からそう思った。しばらく互いの名前を呼びあっていたが、一瞬沈黙が落ちる。会話の途中で話が途切れるのは、幽霊が通っているんだよ、と従妹が言っていたことを思い出す。今会話を途切れさせてはいけないと話題を切り替えようとした時だった。意志の強い、はっきりした瞳に囚われてしまった。

「俺は、来月東京に戻る。会えなくなるけど、きっと再会できる……約束しよう」

　やっぱり。そう思ったのが顔に出ていたのだろう。壊れ物でも触るように、美晴が指を絡ませてくる。

「来月……急だね」

　来月と言っても、今日はもう二十八日だ。数日後、美晴は居なくなってしまうのだ。

「善は急げ、かな。受験もあるし、心が決まったなら帰って来いってさ」

「そう……」

　予想通りの結末に、泉の語気が弱まる。ここは四国の片田舎。美晴の夢が自分に関わるものならば、できることは一つしかない。

「私、走り続けるよ。そうすることで美晴にまた会えるってことでしょう？」

「そう。泉は走り続けて。俺が後を追いかけるから」

　絡まった指を起点に、美晴が一歩近づいてくる。洗練された所作に、泉はうっとりと見入った。綺麗な人とはいえ、目の前に立たれると背の高さに驚かされる。ゆっくりと見上げると、美晴が身をかがめてきた。一瞬だけ鼻をくすぐる、ライムの香り。自分の使用する制汗剤とは違う、男性の香り。すっかりそれに魅了された泉は、うんと首を伸ばして応えるように目をつぶる。すると、唇に温かくて、柔らかいものが触れた。触れたといっていいものかというほどの、ささやかなキスだった。最後にライムの香りを残して、美晴が離れていく。

　初めてのキスに胸を高鳴らせながらも、泉はゆっくりと笑顔を作る。

「……うん。約束」

　目尻に溢れた涙をこぼさないようにそう願う。

　誰にも叶えようのない約束をして、二人はこの日離れ離れになった。





◇◇◇






　しかし、現実は甘くない。泉の夢はあっけなく破れ去ってしまった。

　泉は二十八になり、あれほどこだわっていた陸上を辞めていた。ランニングシューズはヒールの高いパンプスに変わり、東京の商社ビルの一角を駆け回る日々が続いていた。陸上には不必要だった髪も伸び、化粧も覚えた。日に焼けた真っ黒な自分はどこへ消えたのかというほどに肌も白くなり、今はシミ・シワの手入れが必要になっている。陸上を辞めたと同時に、あちこちに肉が付き始めて、胸のサイズがスリーカップも上がってしまった。嬉しい気持ちと、陸上を辞めた虚しさがごちゃまぜになり、未だに今の自分を受け入れられずにいる。

　大学在学中に陸上を諦めた泉は、高校時代の拙い約束をどこかで信じていた。走らなくなった自分を、夕焼けを背にした王子様のような彼が迎えに来てくれるのではないかと。けれども、今はもうそんな幼い夢は見られないほどに大人になってしまった。

「ごめん、ちょっと横通るよ！」

　資料とサンプルの入った段ボールを抱え、泉は噂話に夢中な社員の横をすり抜ける。その中に直属の後輩を見つけて、眉間にぐっと皺が寄る。

「辞令見た？」

「見た！　課長待遇とかすごい昇進！　どんな人なんだろう」

「木村先輩、見ましたか？　気になりますよね～！」

「ああ、そうね。うん、気になるのも悪くないんだけど、渡わた辺なべさん。お願いしていた資料、できてる？」

　眉間に寄った皺をほぐすように意識して、なるべく優しく声をかける。

「先輩、ちょっと怖いです！　せっかくの健康的な美人が台無しですよ！」

「はいはい。健康的な美人なんて大したことない人を褒めるのに都合のいい言葉よね」

「そんなことないですよ！　笑うととってもかわいいって評判なんですから。目もぱっちり二重だし、唇もうるつやだし。あと、性格もはきはきしてるし、素直。営業の島しま本もとさんが紹介してほしいって言ってましたよ！　あと、」

「私からすると、渡辺さんの方がよっぽど素直でかわいいと思うよ」

　ただちょこっと生意気だけどね。とおどけて付け加えると、渡辺がぷっと頬を膨らませた。

「生意気なのは認めますけど。先輩の前だけですからね。っていうか、話を逸らしました？」

　ばれたか、と肩を竦めると、渡辺はなおも話を続けようとした。泉は一つため息をついて、彼女に向き合う。

「はいはい。そういうのはいいから。で？　資料は？」

「あ、は～い。今やりま～す」

　そそくさと席に戻る渡辺に、泉は肩を竦めた。おだてればいいと思っている彼女に少しだけ呆れを感じつつも、ほんの少し……本当に少しだけ嬉しかったのも事実。しかし、席に戻った渡辺が営業の島本をプッシュしてこなければ嬉しい気持ちのままでいられたのだけれど……。高校時代の淡い初恋を引きずっている泉にとって、未だ別の異性に目を向ける気にはなれなかった。

「それにしても、新しい課長、どんな人ですかね？」

「渡辺さん？」

「あ、は～い！」

　窘めたにもかかわらず、雑談を続けようとする渡辺を軽く睨む。おしゃべりで、素直で少しだけ生意気なところがあるが、仕事は的確だ。おそらく頼んでいた資料もすぐに出来上がるだろう。パソコンに向き合う渡辺をねぎらうように、「頑張ってね」と声をかけると、すぐに元気な返事が返ってきた。

（ほんと、こういうところがかわいいんだよな）

　人間関係に恵まれた職場だった。しかし、昨日の人事発表以来、課がどこかふわふわと浮足だっている。

　泉が働く日本屈指のスポーツ用品メーカーの商品開発部に、新たな上司が配属されると急に決定したのは昨日だった。

　新たな上司はアメリカの大学を卒業後、そのまま現地に残りアスリートたちと商品の共同開発を率先して行っていたようだ。そして、契約していた選手の功績も相まって、異動してすぐ当課の課長に就任すること決定した。

（満を持して、本社勤務ってわけね）

　普段からあまり噂に興味のない泉の耳に入るほど、社内はその話で持ちきりだ。元々、人と群れることが得意ではなく、噂も聞きかじった程度でしかない。それよりも、今進めているプロジェクトの方が大切だ。一万メートル、国際大会メダル有力候補の選手が使用するシューズ開発。国の威信にも関係してくる大きなプロジェクトだった。

　このプロジェクトには、泉だけではなく、理学療法士、義肢装具士、医師など様々な業種が関わっていた。世界規定を満たしつつも、その中で最高のものを。海外メーカーに負けてたまるかと、泉は闘志を燃やしていた。完成の暁には、ホテルの大ホールを貸し切って記者会見が行われる。めらめら燃える気持ちをそのままに、作成対象者のプロフィールを眺める。

『茂も木ぎ美み咲さき二十三歳。日本体育学院卒業。大学在学中は飛びぬけた記録はなかったが、卒後才能が開花。同大学院に進学してからは、アジア大会一万メートル優勝。世界陸上大会にて五位入賞。次回の夏季国際スポーツ大会にてメダル有力候補とされている』

　その経歴を改めて読み、心の中に黒いもやもやが広がっていく。そのもやもやの理由は明らかだ。泉は、大学二年まで陸上部に所属していた。高校からのスポーツ推薦で入学し、今プロフィールに書かれていた同じ日本体育学院だった。競技も全く同じ一万メートル。しかし、あることを理由に引退を余儀なくされ、現在はスポーツ用品メーカーで働いている。心の中で燻る感情は自分が目指した未来を歩む茂木美咲への嫉妬だった。

　これではいけない、ともやもやを追い払うように首を横に振る。書かれたプロフィールを閉じて、椅子の背もたれに体を預ける。

（シューズ開発の新しいリーダーだって言っていたし、海外の事情とか色々教えてもらえたらいいな……）

　辞令には、『与よ根ね塚づか美晴』と書かれていた。当社の名前は『ＹＯＮＥＺＵＫＡスポーツ』だ。珍しい名前だが、創業者の名字をそのまま社名としている。つまり、新しい課長がこの会社の関係者だということがすぐに理解できた。もちろん、それは泉だけではない。周りの同僚たちもよく分かっている。それゆえに、噂の広がり方も驚くほど加速していた。しかし、それよりも泉が気になったのは名前だった。美晴、と書かれた名前にどうしても反応してしまう。字体としては決して珍しくない。ただ、その名前を見るだけで、あの日の淡い初恋が蘇ってしまう。奇しくもこの会社ではスポーツシューズを作っている。もしかして、なんて子供じみた夢がまた芽生えてくるが、首を振って思い出を振り払う。第一、名字が違う。今でも一言一句覚えている名前を間違えるはずない。

（勝手に期待してバカみたい。仕事しよ）

　浮ついた気持ちを律するために、段ボールの中身を仕分けする。一通り片付いたところで、まだ続く噂話が耳に飛び込んでくる。

「もう婚約者もいるらしいよ？　顔合わせのために帰ってきたっていう噂」

「え～！　私が聞いたのは大好きな相手と暮らすために帰ってきた～だったよ」

「うそ！　じゃあ、ワンチャンは無いかな～」

　婚約者、大好きな相手。自分には全く関係ない世界だと心の中でため息をつく。そして、またもやおしゃべりに興じている後輩たちにもう一度喝を入れて、泉はやっと静かな仕事場を手に入れた。

（とにかく、ただの使えない人でないことを祈ろう……）

　そう願いながら、泉は手元のパソコンに集中することにした。すると、シューズの素材を担当する会社からメールの返事が届く。先日の計測結果報告だろうか。とうきうきした気持ちを抱きながら、泉はメールと開いた。

（このプロジェクト、絶対成功させたい）

　陸上の夢が破れた泉にとって、選手に関わることができる最高のチャンス。何かしらの成果を残したい。そんな思いだけが、泉を動かしていた。

　

　辞令発表の騒ぎが落ち着いた朝礼で、またもやひと騒動起きた。来月頭とされていた新しい課長の異動が本日になったと知らされた。予定よりも二週間早いとざわつく課の中で、泉はただ一人呆然と立ち尽くしていた。

「急な異動でご迷惑をおかけします。与根塚美晴と言います。今進行中のプロジェクトを中心に参加していきます。どうぞよろしくお願いします」

　一目で高級だと分かるスーツを纏い、毅然と立つその姿に、多少の差はあれど見覚えがあった。あの時は、高校の制服を着ていた幼さの残る男の子だった。泉の記憶の中に残るのは、水瀬美晴の記憶。しかし、今目の前に立っているのは、名字の違う男性。別人かとも思った。しかし、成長し色香を纏ったどこか妖しさが見え隠れする男性は、泉の記憶に色濃く焼き付いている水瀬美晴そのものだった。濃い黒目がゆるく細められると、誰をも魅了する美しさ。短髪だった髪は伸び、綺麗にまとめられたマッシュショート。昔も高いと思っていた身長はさらに伸び、百八十以上ありそうだ。変わったところがほとんどだが、決定的に変わらないことが一つある。それは、意志の強い瞳。あの目には見覚えしかなかった。

（うそ……）

　周りが、かっこいい。素敵。と騒ぐ中で泉はどうして、という気持ちでいっぱいだった。

「それでは……おい。木村。木村、泉」

「っ！　はい！」

　急に名を呼ばれて、泉は全身を震わせた。やっとの思いで返事をするが、若干声が裏返ってしまう。

「彼女が茂木美咲のシューズを開発しているプロジェクトのメンバーです。今までリーダーは私がしていましたが、これから与根塚さんに引き継ぎをさせていただきます。これ以降、何かあれば木村か私まで聞いていただけたらと」

「はい。分かりました」

　上司である部長が、さん付けで呼んでいる。どう接するべきか迷っていると、美晴の方から手を差し出してきた。

「……木村泉さん。は・じ・め・ま・し・て・。与根塚です。プロジェクト成功のために、互いに尽力しましょう」

「っ、あ、……はい、よろしくお願いします」

　はじめましてと挨拶を交わされ、泉は面喰らった。どうやら、向こうは泉のことを覚えていないようだ。そのことに若干ホッとしつつも、少しだけ寂しさを抱く。

（そうだよね。走れなくなった私なんて、忘れちゃうよね）

　それでも、泉の中に色濃く残る思い出は心の支えとなっていた。足下ががらがらと崩れるような感覚に襲われる。けれども、今はやるべきことがある。泉はゆっくりと手を差し出し、美晴の手を握った。

「日本の有望な選手のシューズ開発に関われることになり、光栄です。よろしくお願いします。泉さん」

　耳元に吹きかけるように名前を呼ばれる。ぞわり、と何かが這いあがるような感覚に襲われている間にぎゅっと、手を握り締められた。あまりに近い距離感に驚いていると、ふわりと鼻をくすぐる香り。爽やかで、甘い初恋を連想させる香り。泉が忘れたくても忘れられなかったライム。

（これ、は……）

　香りが記憶のトリガーとなり、淡い過去に囚われそうになる。しかし、はじめましてという挨拶から察するに、美晴の中で泉はもう『無かったこと』にされているのだろう。泉は十年以上初恋に囚われていたが、相手にとっては田舎の女をからかっていただけなのかもしれない。そう思うと、胸の奥がずきずきと痛み、冷静でいられない。何とか絞り出すように「よろしくお願いします」と返すと、ゆっくりと手が離れていった。しかし、指と指が離れる瞬間、親指で手の甲をしっとりと撫でられる。

「っ」

「ではまた後程」

　意図的な何かをもって撫でられた。そう気づいたのは美晴が居なくなってからだった。

（なんだろう……）

　触れられたことは嫌ではなかった。そんな自分に一番驚きつつも、胸の痛みが消えない。どうして、という思いが頭の中を占めるが、それよりも会えたことへの喜びがどうしても勝ってしまう。何年も想い続けた相手が、また泉の目の前に現れたのだ。夢物語を信じているわけではないが、心のどこかでそう願わずにはいられない。しかし、婚約者や、彼女といった事前に入っていた情報が昂った泉の心を冷静にさせてくれた。頬を軽く叩いて、大きく息を吸う。そして、時間をかけてゆっくりと吐き出すと、高鳴りを続けていた心臓がやっと落ち着いてきた。

（集中しなきゃ）

　気を取り直して仕事に戻る。最後に撫でられた手の甲を無意識に擦っていたことに気づき、慌てて気持ちを切り替えた。そんな泉をじっと見つめている視線があることには気づかなかった。

　

「ああ、もうこんな時間だ。帰らなきゃ」

　スマートフォンのディスプレイを見ると、終業時刻から二時間ほど過ぎていた。資料をまとめることに集中していた証拠だ。同僚もほとんど帰社しており、フロアには泉一人だけ残されていた。

「木村さん、お疲れ様」

「っ」

　作成した資料が保存されていることをもう一度確認し、パソコンの電源を落としたところで声をかけられた。もう誰もいないはずだと振り返ると、フロアの入り口のドアに背を預けている美晴がいた。泉は当り障りない程度に終業の挨拶を口にする。

「お疲れ様です」

「遅くまで大変だね。ごめん、ここを一つ確認したいんだけど、いい？」

「あ、はい。大丈夫です。どこですか？」

「ここ。研究所の名前なんだけど……」

「えっと、筋持久力研究所……あ、筋肉の筋が、金になってますね」

「ああ、よかった。ネットで両方調べたんだけど、木村さんがいたから聞いたほうが早いと思って」

「失礼しました。誤字は確認したんですけど」

「いいよ。先方に送る前に気づけたからね」

　そこで終わりかと思ったが、美晴はじっと泉を見つめながら近づいてきた。

「それはそうと、木村さん、これからもう少し時間ある？」

「時間、ですか？」

「ちょっと聞きたいことがあるんだ」

　まだあるのか？　仕事熱心だ。と、疑問に思いながらも首を縦に振る。

「よかった。じゃあ、食事でも行こうか」

「はい？」

「懇親会もかねて」

　いつの間にか更に距離を詰められていた。端正な顔と鼻先が、触れ合いそうなほど近くにある。忘れられなかったライムが泉に初恋を思い出させる。ささやかな触れ合いが蘇り、そのまま顔を寄せそうになってしまう。しかし、無情な現実が一気に蘇る。

（上司と部下の距離ではない）

　冷静になれと自分に言い聞かせるが、胸がまた高鳴る。気持ちをかき乱される泉とは対照的に、美晴は何か含みを持った笑みを見せてくる。それに気づいた泉は距離を取るように一歩後ずさる。

「……あの、仕事のことならここで聞けばいいのでは？」

「そんなの、君を誘う口実だよ。仕事は終わっただろ？」

「っ」

　今しがた帰ろうとしていた自分は、頷くしかできなかった。

「泉」

　名前を呼ばれてはっとする。開いた距離が、また縮まる。泉を縛るライムにまた囚われてしまった。

「泉、俺のこと忘れていないよね？」

　まっすぐに泉を見つめる視線から逃れる。それが答えになっているということに、余裕のない泉は気づかなかった。それならば、朝のはじめましては何だったのだろうと軽い怒りが湧いてくる。

　そんな泉の怒りに気づいたのか、美晴の手が頬に伸びてくる。指の背が顔にかかる髪を軽く払う。ほんの少し指先が触れ、彼の熱を感じてしまった。

「泉」

　もう一度名を呼ばれる。こっちを向いてと言われ、泉は逆らうことができなかった。

「……よし、はるなの？」

　声がかすれ、途切れる。泉の問いに、美晴が小さく頷いた。

「私のこと、覚えていたの？」

「……泉は、忘れていた？」

　質問に質問で返さないで。そう視線で語ると、美晴が小さく息を吐いた。そしてよくまとめられたマッシュショートを軽く乱した。

「……俺は、ずっと覚えていたよ」

「……っ、」

　泉は？　と意地悪げに口角が上げられた。ささやかなキスと、大切な約束が蘇る。しかし、泉は夢半ばにして陸上を諦めるしかなかった。頑張ると言った手前、約束を守れなかった罪悪感が蘇る。罪の意識から逃れるため、再度顔を背けてしまった。

「……プロジェクトの名簿に泉の名前を見つけて、早く帰国した。少し話がしたい。時間が欲しい」

　淡々とした口調。それだけでは美晴がどう思っているか、感情を見つけられない。

（陸上を続けられなかった自分に怒っているのかもしれない……）

　期待を込めて、ちらりと視線を送ると、無表情で感情が読めない。しかし、肌に感じるぴりぴりとした空気は明らかな怒りを含んでいる。会えて嬉しい喜びの反面、約束を破り走れなくなった自分。その罪悪感から、誘いに乗るしかないとゆっくりと美晴を仰いだ。

「……分かりました。行きます」

　就業時間はとっく過ぎているが、明日は急ぎの仕事もない。少しばかり帰宅が遅くなっても問題ないだろう。

　色々言い訳しているが、泉も美晴と話がしたいと思っていた。

（ああ、これもまた言い訳だ）

　罪悪感から誘いに乗ったなど、嘘だ。本当は飛びあがって再会を喜びたい。しかし、単純にそれをするには泉は年をとりすぎた。冷静になれと自分に語り掛け、高鳴る胸を抑える。

　了承の意を示すと、待っていましたと言わんばかりに、美晴が泉の手をつかんだ。昼間の握手の時とは違い、解けないほど力強く握られる。

「……逃げないわよ」

「どうだか」

　その言い草に、泉はカチンとくる。元来気の強い性格のせいか、わずかに反抗心が芽生えてしまう。昔のように素直だった自分はもういないのだ。それに加え、噂の域を超えないが、美晴にも婚約者や彼女がいる。

「そんなこと言ったら美晴だって……」

「俺が？　何？」

　冷たく言い放たれて、泉はぐっと押し黙る。婚約者は？　彼女は？　みんな噂しているよ。それに、自分だってはじめましてって言ったじゃない！　などと、言いたいことはたくさんあった。しかし、ぐっと押し黙り、泉は首を横に振る。約束を守れなかった自分には何も言う資格は無いからだ。

「怖いの？」

「っ、怖くなんか！」

　売り言葉に買い言葉になってしまった。しかし、泉が作った隙を美晴は見逃してくれなかった。

「それなら、大丈夫だろう？　行こう」

「……はい」

　呆れたようなため息を交ぜた美晴に腕を引かれる。泉はただついていくことしかできなかった。






二章








「与根塚さん、お疲れ様です」

「ありがとう」

　あちこちから退社の挨拶をかけられている美晴の後ろで泉は鞄を抱えていた。エレベーターに乗るまで手は繋がれていたが、見知らぬ誰かに声をかけられた瞬間、ばれないように振り払った。逃げないと態度で伝えるが、美晴は泉との繋がりを持ちたがった。何とかして手をつかもうとする美晴を適度にいなして、泉はこれまたばれないように後をついていく。

　自社ビルを出て、すぐにタクシーに乗せられた。まるで二人が出てくるのを待っていたようなタイミングに、美晴が呼んでいたのだろうと驚きもしなかった。それよりも、やはり美晴がＹＯＮＥＺＵＫＡの関係者だということを改めて思い知らされた。

「ここまで」

「かしこまりました」

　行先は告げず、運転手にスマートフォンの画面を見せていた。どこに行くのだろうと思いつつも、恐怖はなかった。会話はなく、静かな車内にラジオからの音楽が聞こえてきた。

（……あ、懐かしい）

　泉が走るときによく聞いていた、エールソング。自分のお気に入りだと教えた時に、イヤホンを片耳ずつ分けて美晴と一緒に聞いたこともあった。

（そんなこと、忘れているんだろうな）

　また蘇る淡い思い出に、泉はちらりと横を見やる。すると、じっとこちらを見つめる瞳と視線がかち合った。

「っ」

　自分を見ているとは思わず、泉は視線を逸らす。カーステレオから流れる音楽が後押しするように『視線を逸らさないで』と聞こえてきた。タイミングの悪さにいたたまれなくなっていると、座席に置いていた手に何かが触れた。

「……あ、」

　指の先がほんの少し触れている。長い指が泉の小さな爪をかたどるように撫でている。爪先から伝わる美晴の熱が、段々と体を侵食していく。視線を指の爪から、ゆっくりと上げていく。しかし、今度は視線が合わない。隣の男はまっすぐに前を向いていた。その間も、指先を遊ばれる。それ以上踏み込んでこないことが逆に泉の熱を煽る。

　よけることも、振り払うこともできず愛撫に近い行為を静かに受け入れる。しばらくぶりに聞いたエールソングが終わりを迎えると同時に、タクシーがハザードランプを焚いて停車した。

「降りて」

　指先から伝えられた熱が離れていく。名残惜しいとばかりに、その手を追ってしまったのは無意識だった。美晴の指に触れる。すると、振り向いた美晴が、泉の手を力強く握り締めた。

　つかんだ勢いのまま、強く引かれた。薄暗いタクシーを降りると目の前には闇夜を照らす眩い光。余りのまぶしさに目を細める。煌々と光る看板には、日本屈指のハイエンドホテルの名が書かれている。

「泉が追いかけてきたんだ」

「……」

「指が、離れたくないって。今、泉は俺についてくるって決めたってことだ」

　図星だった。泉はぐっと押し黙る。冷静になろうと考えるが、どうしても行動が伴わない。

　この先、どうなるかなど、聞かなくても分かっていた。男女が二人。再会、そして、ホテルへ。そこから先は、経験のない泉には想像できない世界だった。自分が追いかけていたが、泉は戸惑いのあまり唇を噛む。すると、もう片方の手が伸びてきて、唇をゆっくり撫でる。

「……最初は夕食、って思ってたんだ」

「……う、ん」

　泉の戸惑いを受け止めるかのような美晴に、心が揺らぐ。見え隠れする昔の優しい面影に、泉の心がさらに揺れる。視線が絡まり、逸らすことを許されない。今ここで手を振り払っても、美晴は何も言わないだろう。そして、泉は陸上を諦めた何もない女になる。それだったら、今日だけ初恋の思い出に酔ってもいいのではないか？　そんな気持ちが浮かんでくる。

　なおも、唇を撫で続ける手に、自分の物を重ねる。視線で自分の決意を訴えると、少し目を見開いたあと、ゆっくりと手を引かれた。もう、戻ることはできない。

　つかまれた手をそのままに、泉は後を追う。社会人になって初めて履いたヒールにはすっかり慣れてしまい、今では颯爽と歩けるようになった。しかし、美晴を前にすると、不思議と足もとがおぼつかない。決して美晴の歩くスピードが速いわけではないが、足取りが浮ついている。

「そんな靴、履くようになったんだな」

「……これが今の私なの」

　暗に責めるような言葉に聞こえる。美晴の一言に、気持ちが左右される。酒に酔っているわけでもないのに。ああでも初恋に酔っているのかと、自嘲する。靴ひもをしっかり縛り上げて、少しの妥協も許さずランニングシューズと向き合っていた時とは違う。今は高いヒールであちこち駆け回る日々が泉の日常となっていた。

「……行こう」

　引かれた手を振りほどけたらどれだけいいだろう。けれども、陸上を辞めて何も残っていない泉に勇気は無かった。

（やっぱり、また会えて嬉しいって思っちゃうんだもん）

　その思いだけが、泉の心を占めていた。

　

　チェックインカウンターで名前を告げるだけで一枚のカードキーが出てくる。そのカードキーを何てことなく受け取る姿に、泉は目を丸くする。

（顔パスってこと？）

　自分の知る世界とは別の場所に迷い込んだかのようにあちこちに視線をさまよわせる。振り返るとすでにエレベーターがドアを開いて待っていた。ポーターに案内されるように乗り込むと、二人を急かすようにドアが閉まっていく。見慣れない差込口に美晴がカードキーを差し込むと、三十階のボタンがすぐに光った。何が起こっているのか分からずにいると、思い切り腰を引かれた。

　そして、香る、ライム。

「っ」

　拙いキスの思い出を塗り替えるように荒々しく唇をふさがれた。香りはそのままでも、全く違う人物のようだ。慣れない泉に対して、美晴はなんてことないように唇を重ねてくる。そして、段々と深度を増し、抵抗する間もなく厚い舌が侵入してくる。

「……あ、ふぅ……」

「泉……いずみ……」

「ん、ふ……ッんぁ……」

　合間に漏れ出る声は、ひどく甘い。自分が発しているのかと疑いたくなる。肉厚な舌が、口内をまさぐっていく。歯列をなぞられ、逃げる舌を追われる。そのたびに、腹の奥底で熱が燻る。

　小さな水音が段々と大きくなり、泉の鼓膜を揺らした。卑猥な音は次第に大胆さを増し、羞恥を煽った。絡まる唾液が口の端から漏れ、一筋の線を描いていく。だらしないと思いながらも、ぬぐうことは許されなかった。

「ん、う……」

　ぴったりと体を寄せられ、身じろぎ一つできない。次第に壁際に押し付けられ、逃げることはますます困難になった。それと同時に、呼吸すら食われるようなキスに、段々と息苦しくなる。苦しさをアピールするように彼の胸を叩くと、ようやく唇が離れていった。

「っ、は、あ……っ」

　呼吸を整えるのに集中しているせいか、唾液で濡れた口周りをぬぐう余裕もない。ようやく息が整ってきたところで、顎から口元にかけて何かが這う感触がした。流れ出た唾液を舐め取るそれが、美晴の舌だと気づくには時間を要した。ぞくぞくと這い上がる何かに抗おうと厚い胸板を押し返す。しかし、大きな男性の体はぴくりとも動かなかった。そんな無駄な抵抗をしている間にも、肉厚な舌は泉の首筋を舐め取っていく。

「やめ……」

　呼吸が乱れ、未知の感覚に、力がどんどん抜けていく。足ががくがくと震え、立っているのも辛くなった時だった。エレベーターが目的地に着いた音が聞こえてきた。助かったと思ったのも束の間、首に鋭い痛みが走る。何かと思って視線を戻すと、凶暴な瞳がじっとこちらを見つめていた。

　未だじんじんと痛む首の様子から、噛みつかれたのだと理解した。あまりに乱暴な動作に、さすがの泉も怒りを口にしようとした。しかし、口を開いた瞬間、怒りごと食べられてしまう。

（外に誰かいるかもしれないのに！）

　泉の勢いも相まって、がちり、と口内で鈍い音と、痛みを感じる。遅れて広がる鉄の味。しかし、痛みは一瞬だった。口の中をめぐるこの味は、おそらく美晴のものだろう。そう思えば、また腹の奥底がじん、と熱を持つ。どこから流れ出るのだろうと、泉は自分の舌で探る。より一層濃くなる美晴の味に、まるで媚薬でも飲まされたかのように体中が蕩けていく。先ほど感じた怒りと、誰かがいるかもしれないという不安も全て忘れて美晴に体を全て預けていた。

「……素直だな」

　その瞬間に唇が離れていく。泉の視線の先には、唾液に混じった赤。それを大きな手がぬぐう。

「あ……」

　もう少し味わいたいとばかりに泉がまた美晴を追いかける。吐息が混ざり、もう少しで届くという時に、エレベーターのドアが閉まっていく。しかし、長い足が伸びて閉まる寸前のドアの間に挟まった。ガシャン！　と大きな音がしたが、泉の理性は戻らない。

「こんなところで終わらないだろう？」

　懇願が混ざるような声色だった。腹をくくった自分に怖いものはなく、理性は残っていなかった。泉は小さく頷く。すると、開くエレベーターを待ちきれないとばかりに、長い足がドアを押し開く。そのまま腰を引かれ、覚束ない足もとのまま一歩踏み出す。

「……美晴」

「行くぞ」

　そろりと仰ぐと、先ほどの声色など全く感じさせないような平然とした顔をしている。どうしたらいいのか分からない自分とはまったく正反対の美晴に、胸の奥が苛まれる。

　それでも進む足は止まらない。慣れたように迷いなく進む美晴に付いていくことしかできなかった。

　広いフロアに、たった二人きり。泉の知ってるホテルは、等間隔に所狭しとドアが並んでいる。しかし、ここではどれだけ進もうと入り口が見えてこない。ここはどこだと不安になってきたところで、美晴の足が止まった。ぴ、小さな電子音が聞こえてきて、大きなドアが開けられた。

　ぼんやりとその光景を見ていると、背中を軽く押される。後を追うものとばかり思っていた泉は、不意の行動に驚く。その驚きは大きな一歩となり、薄暗い部屋に吸い込まれていく。なんとか体勢を整えると、背後で重たく硬質なドアの閉まる音が聞こえた。

「……美晴？」

「やっとだ」

　背中に軽い衝撃が走る。先ほどまで後ろにいた美晴が目の前にいた。薄暗い廊下とは違い、自動で電気が点灯していたせいか、表情まではっきりと見えてしまう。そこには、泉だけを映し出した凶暴な瞳。

（また、食べられる）

　その考えに相違なく、唇が貪られた。包み込むように食まれ、舐められる。会社を出る前に塗り直したリップも全てはぎとられてしまった。形ばかりの取り繕いは、この美しい男に対抗する術にもならなかった。激しいキスの合間に、ファストファッションブランドのシャツの裾から大きな手が侵入してきた。

　冷たい手に体を震わせたのは一瞬で、すぐに互いの熱が混ざり合う。一日走り回り汗を纏った肌はお世辞にも爽やかな手触りとは言えない。しかし、大きな手は泉の全てを知ろうと言わんばかりに背中、腹を撫でた。優しい手つきに、泉はうっとりと身を任せる。その手つきに強弱がつくと、泉は翻弄され、快楽を高められる。そして、少しもったいぶったように大きな手がふくらみに届く。親指の腹が下着で隠れた先端を撫でた。

「んっ！」

　びくりと体を震わせ、声が漏れ出る。すると、美晴は気をよくしたのか、数度同じ動きを繰り返した。荒い息とともに、嬌声が漏れる。立っていられるのが不思議なほど、足に力が入らない。思わず縋るように美晴のシャツを強くつかむ。すると、背中を支えるように手を回された。ほっと安堵の息を吐くと、太い指が数度背部のホックを撫でる。気づいたときには、胸元に感じていた独特の拘束感から解放されていた。

「あ……」

　陸上を辞めてからすっかり大きくなった乳房がただの布の塊と化したブラジャーを押し上げる。大きな手でありながらも、簡単にホックを外す器用さに気を取られていると、柔らかな乳房が何かに包まれた。ゆっくりと円を描くように揉みしだかれる。普段同じ形の乳房が、大きな手によって変えられる。それが、美晴によってだなんて未だに信じられなかった。

「泉」

「……あ、よし、はる」

　名を呼ばれる。耳元に直接流し込まれた声は、脳髄を揺らし快楽となって体中にめぐっていく。

　与えられる快楽に身を委ねていると、足が宙に浮く。ふわふわとした浮遊感ののち、背中が柔らかい何かに包まれる。その勢いで靴が脱げ、こん、こん、と情事に似合わない音が響く。先ほど美晴に否定されたハイヒールが脱げ、足もとがひやりとする。

（あ、ベッド……）

　キスに夢中になっている間に、ベッドまで連れてこられていたようだ。スプリングの効いたベッドはすぐに泉の体を押し返した。大きな手が服に伸びる。視線は絡まったままで、時折唇が重なる。目を閉じていいのか、開けていればいいのか分からず泉はただただ翻弄された。

「っ、あ……」

　シャツのボタンに手がかかる。丁寧に、いつくしむように服を脱がされた。大切にされていると勘違いしてしまいそうな行為に一瞬身を委ねるも、外気が肌をかすめた際に羞恥が勝る。無意識に腕を伸ばし、あらわになった乳房を隠す。しかし、そんな弱い抵抗は美晴に通用しなかった。

「……綺麗だ」

　あのころは外を走り回り、日に焼けていた肌も今では真逆と言っていいほど白くなった。肌に浮き出る血の管を一本一本なぞるように唇が落とされる。そのたびにちくり、ちくりと痛みが走る。知識のない泉でも何をされているのかすぐに分かってしまった。

「……やだ……つけない、で」

「ダメだ。俺の物だって証拠だから」

「証拠なんて……」

　いらない、と呟いた声はひどくか細いものだった。

「……つけられたら、困る相手でもいるの？」

「っ、そんなのいない！」

「それならいいだろう？」

　そう言ってまた一つ痕を残される。散り散りに咲く赤と白い肌のコントラストは、どこか甘美で卑猥だった。

「……昔と全然違うな」

　長く、自分の物とは全く違う指が肌の上を撫でていく。首筋から始まり、鎖骨をまっすぐ撫でられた。そうして骨をたどるように、肩、腕、指。先端の爪まで丁寧になぞられる。そうして戻った指は腹の上でぐるりと円を描き、反対の手を同じように撫で上げていく。

「っ、は……ぁ……」

　美晴の指に沿って生じる刺激に、泉は小さく声を漏らす。まるで絵でも描くような繊細な動きに、身を委ねるしかない。

　余裕がない中で視界の端に美晴が映る。昔と全然違う、と言った通り、どこか懐かしむような表情を浮かべていた。

「ここ」

　美晴が指さした部分は、鎖骨。自然と視線が指先に移る。

「日に焼けた肌と、白い肌の境目だったところ」

　鎖骨を撫でた後、美晴は口元にうっすらと笑みを浮かべた。爽やかさのかけらもない卑猥さを含んだ笑みに、少しだけ体がこわばる。

「隣の席で覗いてたの気づいた？」

「え！　嘘」

　嘘じゃない。そう言って美晴は境目と言った場所に唇を落とした

「昔もよかったが、今も綺麗だ」

「……っ、や、はずか、しい」

　結局否定ばかりしている。呆れられないかと心配になる一方で、行き場のない自分の手がもぞもぞとベッドの上を這う。

「見せて、俺の知らない泉を」

　スーツのジャケットを投げ捨てた美晴が、熱情を孕んだ瞳で泉を見つめてくる。上質なネクタイの衣擦れの音が響く。その一連の動作は粗野でありつつも、男としての魅力に溢れていた。

　そして、シャツを脱ぎ捨て生まれたままの姿になった瞬間、目が奪われる。想像していたよりもずっとたくましい体がそこにあった。鍛え上げられた胸板と、無駄な肉が一つもない腹部。

　初めて見る男性の体に、泉の奥底がじわりと熱を孕んだ。泉の知らない美晴を知るたびに、胸が高鳴り、得体のしれない熱が沸き上がってくる。これが欲情なのかと気づいたのが、まさに今だった。

　互いに肌をさらけ出し、ゆっくりと美晴が泉を抱きしめる。所在なさげだった手が無意識に美晴の背中に伸びる。抱きしめ返すと、泉の体に回っていた手に力がこもった。

「いずみ」

「……よし、はる」

　肌が隙間なくぴったりと合わさり、互いの熱を分け合う。呼吸で胸郭が上下するたびに、乳首が擦れる。

「っ、あ」

　先ほどのような柔い刺激ではない。体をめぐる快楽に、泉はもう身を任せ始めていた。

「ここ？」

　熱が離れ、寂しさを感じたのは一瞬だった。先ほどまで泉の耳元で何度もささやいていた声が胸元で聞こえる。視線を下にやると、肉厚な舌が乳房の先端をからめとっている瞬間に出くわした。

「あっ！」

　じゅる、と唾液を絡めた音が響く。刺激は遅れてやってくるのだと初めて知った。水音を響かせるように、舌が乳首をしごく。時につぶされ、時にあまがみされ、泉は刺激に合わせて声を漏らした。それだけではなく、反対の乳房も大きな手に包まれていた。指の間からはみ出る肉に、快楽が余計に増長された。

「ん、あぁっ」

　時には声を殺し、快楽に耐える。どうやら自分は、先端をいじられるのが弱いようだ。泉がそう気づいた時には、とっくに美晴に見抜かれていた。執拗に先端をいじめ抜かれる。

「あ、だ、めぇ……」

　否定の声は受け入れてもらえない。口だけの拒否だとばれてしまっているのだろう。絶妙な力加減で先端を押しつぶされると、刺激が胸から喉にせりあがり、声となる。

「きも、ち……いい」

　快楽が言葉となり、漏れ出る。口の端から銀糸を垂らし、何度も口にした。すると、美晴の愛撫が止む。なぜ、と視線を彼のほうに向ける。すると、ひどく満足そうに笑みを浮かべる美晴と視線がかち合った。

「泉」

　濡れた乳首に息を吹きかけるように名を呼ばれる。いじめられていた先端が一瞬にして冷えていく。ぶるりと体を震わせていると、大きな手が形を覚えるように腹、太もも、尻を撫でていく。どんな些細な刺激でも、泉にとっては抗えない快楽となっている。止められない喘ぎの合間に、キスで声を奪われる。肉厚な舌が口内を舐り、呼吸を奪った。苦しい、と胸を叩くと唇は離れる。しかし、今度は体中を舐められる。

　漏れる声は言葉をなしていない。荒い息遣いと、泉の高い声だけが部屋に響いた。

（すごく、手慣れている）

　そんな事実を全身で感じていた。自分が淡い初恋に恋い焦がれていたうちに、美晴は一人の男性になってしまった。その事実が泉をひどく不安定にさせた。

「何を考えているの？」

　きり、と乳首をひねられた。

「あぁっ！」

　びりびりしびれるような快楽が体を駆けめぐる。溢れ出た声はより一層大きなものだった。

「俺に集中して」

「っ、してる、してるからあ！」

　くりくりと乳首を何度もしごかれ、声も大きくなる。乱れた呼吸ではろくな反論もできず、されるがままだ。

「俺は、泉でこんなになっているのに」

　手を取られ、どこかに誘導される。手のひら全体に感じたものは、硬い何かだ。数度擦るように動かされ、手が形を記憶していく。長く、硬い。そして、じんわりと伝わる熱。泉の手が動くたびに、頭上で荒い息が漏れる。歯を食いしばり、何かに耐えている顔。泉はそんな時でも美しい美晴の反応を楽しむようにゆっくりと手を動かす。

「……何を触っているか分かる？」

　与えられた快楽のせいで思考が定まらない。ただ、見たことのない顔をもっと見ていたい。泉の手の動きは、そんなささやかな願いからくるものだった。

「キツイな」

　つかまれていた手が離された。手のひらで感じていた熱が遠くなり、美晴の体も遠のく。ぼんやりとその動作を見つめていると、金属の擦れる音が聞こえてきた。忙しない音が止まった時、やっと思考がクリアになってくる。そして目に飛び込んできたのは、大きくそそり立つ見たことのないものだった。赤黒く、先端が怪しく光るそれは。

「っ！」

　目が覚めるような衝撃だった。視線が奪われ、自分が触っていたものの正体を知ってしまった。言葉を失った泉の理性が完全に戻るよりも先に、美晴が唇を重ねてきた。

　

「っ、ふぅ」

　口内をまさぐられ、体への愛撫が再開される。そして、今までは撫でるにとどまっていた太ももの内側にスカートをめくって彼の指が侵入してきた。びくりと体が震え、唇の合間からくぐもった声が漏れ出た。キスと体への愛撫に翻弄されていると、大きな手が、隠された内側を撫で上げた。

「っ、あ！」

　ショーツ越しの愛撫だったが、遠慮のない手は、クロッチ部分からゆっくりと入り込んでくる。そして、数度、合わさった肉を撫で上げた後、もったいぶるように引き抜かれた。

「ひゃ……」

　指の去る感覚に、また声が漏れ出る。美晴から与えられる刺激は、あっという間に全身を駆けめぐっていく。そうして消えない快楽の余韻を味わっているうちに、スカートとショーツが脱がされていく。体を隠すものは、もう何もなかった。

「ん、う」

　下半身に走る冷たさに、一瞬思考が冷静になる。しかし、それを許さないとばかりに、キスが降ってくる。

　迫る唇から逃れるように大きな声が漏れた。唾液が絡まる音とは別の、小さな水音が下から聞こえてくる。

「すごく、濡れている」

「ぬ、濡れ……？」

「そう。泉が気持ちいいっていう証拠」

　ほら、と美晴が指を目の前に突き出してくる。長い指の先端は泉から見ても分かるほどに妖しく光り輝いていた。

「泉の味だ」

「っ、な、なめた」

　泉の視線を奪った光る指を、厚い舌が舐る。美味だと言わんばかりにうっとりとした表情は、またもや泉が見たことのないものだった。一連の動作に視線を奪われているうちに、足を大きく広げられた。抵抗をする暇もなく、水源を求めて指が侵入してきた。

「んっ、ぁあ！」

　びりびりと体中を快楽が駆けめぐる。何が起こったのか分からない。けれども、どこかに触れた瞬間、知らない感覚が全身を襲った。短く呼吸していると、またどこかを擦られる。そのたびに泉は背中を逸らし、甘い声を漏らした。

「見つけた」

　楽しそうな声が頭上から聞こえる。反論する力はない。だらりと足を投げ出し、何度も何度も指の腹で何かをしごかれる。

「ここが泉の気持ちいいところだよ。クリトリス」

「く、り」

　そうだよ。と優しい声とキスが降ってくる。快楽の正体を理解したところで、愛撫が再開した。言葉とキスとは違い、その愛撫は容赦なく泉を責め立てた。体中の感覚が集まったような刺激に、蜜が流れ、落ちる。それは時に美晴の指に絡みつくのか、小さな水音を奏でる。

「アッあぁ……だ、めっ！　やだ、ダメ、ダメ」

「大丈夫。そのまま」

　額、瞼、頬にキスが落ちてくる。しかし、全身を駆けめぐる快楽は泉を虐めぬく。未知の感覚に恐怖が先行する。誰か助けて、と腕を伸ばすと、広い背中にたどり着いた。力加減などできず、泉は縋るように思い切り爪を立てた。

「あぁっ！」

　柔い皮膚に爪がめり込む感覚を指先に感じた。その瞬間、頭が弾けたように真っ白になる。

「っ、あぁぁあっ！」

　叫び声に近い声が溢れ、同時に全身の力が抜けた。

「っはっ、はあ……」

「上手にイケたね」

　優しく頭を撫でられる。美晴の声と、穏やかな手つきに、真っ白な世界から現実に戻る。

「いけ、た？」

「そう。泉が気持ちよかったってことだよ」

　荒い息を整える暇もなく、また唇が重なる。何度もキスをしていたせいか、唇が少しだけひりついた。全身が敏感になり、痛みすら快楽に変わってしまっているようだった。少しの刺激で体がひくつき、内側から溢れる蜜が止まらなかった。

「泉」

　変わらず熱情を孕んだ瞳に囚われた。そして、泉を冷静にしてしまった塊が溢れ出る水源に擦り付けられた。

「泉の中に、入りたい」

「っ、」

　手が記憶した雄の大きさが頭の中で蘇る。緊張でまた体がこわばってしまいそうだったが、美晴の吐息が肌の上をすべるうちに、理性は消え去った。しかし、泉は自分が大切なことを伝えていないことを思い出す。

「……わたし、はじめてなの」

　両手で顔を覆い、告白する。口に出すのは勇気がいった。さんざん乱れておいて今更かと思われるかもしれない。けれども、黙っているわけにもいかなかった。指の隙間から美晴の顔をのぞき見る。すると、大きな目を真ん丸にし、驚きを表情で表していた。しかし、その目はすぐに細められ、至極嬉しそうに唇が弧を描いた。指の隙間から目が合う。手をゆっくりとどかされた。

「そうか、そうか……はじ、めて」

　噛みしめるように美晴が何度も繰り返す。

「はじめては、美晴が、いい……なって、ずっと……そう、思って……」

　美晴との淡い思い出を大切に生きていたら、いつの間には処女歴＝年齢になってしまった。出会いがないわけではない。数度お付き合いを申し込まれたこともあったが、踏み切れなかった。その原因である男が今、目の前にいる。羞恥と、恐怖と、喜びが入り混じった感情に泉はもう破裂寸前だった。

「……、めんどくさい？」

　自嘲を含んだ声は震えていた。しかし、美晴は喜ぶような表情を隠そうとしなかった。

「……まさか」

　額にかかった髪を撫でられる。そのまま、額に唇が落とされる。優しいキスに、泉は胸を高鳴らせる。

「こんな光栄なことはない」

　声にも喜びを乗せた美晴が、足を持ち上げた。そして、内ももを濡らす蜜を舐め取られる。何をするのだと思い手を伸ばすが届かず、蜜肉をかき分けるように舌が侵入してくる。誰も知らない場所に舌が添えられた。

「俺のモノが入るように……慣らしていこうな」

　吐息が隠された場所を刺激する。先ほど散々弄られ敏感になっていたため、それだけで泉は体を震わせた。そんな泉をかまうことなく秘肉をかき分けるように舌で撫でられる。先ほどの指とはまた違う感覚に、泉は言葉を失い子犬のようにか細い声で鳴くしかない。溢れ出る蜜も一緒に舐め取っているのか、じゅ、じゅと卑猥な水音が部屋に広がった。

「っ、やだ！　恥ずかしい」

「うん、でも、どうしても泉を味わいたい」

　股の間から、縋るような視線を送られる。そんな目で見られては、断ることもできない。

「で、でも……」

「泉の、全てを知りたいから」

　力強い言葉だった。情熱が迸る視線からは逃れられない。小さく頷くと、優しい笑みを見せてくれた。淡い初恋と重なる笑みは、泉の胸をさらに高鳴らせた。

（わたし、やっぱりこの人が好きなんだ）

　改めて思い知らされた自身の恋心に、喜びのかけらもなかった。これが恋人同士の逢瀬ならどれほどよかっただろうか。

（でも、はじめてはやっぱり美晴が良い）

「……私も、美晴に、知ってほしい……な」

「っ、いずみ」

　もう一度、頷く。すると、美晴がゆっくりと体を起こして、顔を近づけてきた。性急な行為の中で、こんなに長く視線を絡めたことはあっただろうかとふと思う。あったかもしれないが、泉には余裕がなく、気づかなかっただけかもしれない。それほど長くじっと見つめられる。

「俺も、知りたいよ。泉のこと」

「……よし、はる」

「どんな些細なことでもいい。知りたい。全部、俺が知らないことが無いくらいに」

「ふふ……なに、それ」

「笑えばいい。本気だからな」

　ちゅ、と小さな音を残して唇が触れる。夕暮れの教室でしたささやかな触れ合いのようなキスだった。それを合図に、美晴が離れていく。全てを知ってほしいと決意したからか、恥ずかしさはない。ゆっくりと足を開くと、美晴が顔を埋めた。舌先が触れた瞬間、びくりと体が震える。それを合図に、蜜を舐め取るように舌を這わされる。

「ん、ぁっ！」

「クリトリスがすごく腫れてる。すげえ美味そう」

　下腹部の奥がうずくような刺激だった。先ほど教わったばかりの赤く腫れた陰芽も一緒にをいじられ、快楽で足が揺れる。二か所を責められるたびに、頭の中が何度も真っ白になった。

「イク感覚をすっかり覚えたようだな」

「そう、なの？」

「さっきも言ったけれど、気持ちいいことだよ。大丈夫。身を委ねていればもっと気持ちいいよ」

　蜜を味わうように、舌なめずりをしている。オレンジの間接照明に照らされたその姿は、いやらしさと精悍さを兼ね備えていた。優雅な美しさに、視線が何度も奪われる。

「次はもう少し、奥」

　長い指が一本、目の前に差し出される。な、め、て。と、唇が動く。はっきりと聞こえなかったが、そう言われたような気がした。誘われるように長い指に舌を這わす。関節、指紋や皺すらも感じ取るようにゆっくりと舐める。じっとりと自分を見つめる凶暴な瞳と視線を絡ませていると、美しい顔が、泉の愛撫で少しずつ歪んでいく。その過程にほの暗い喜びを感じていると、ゆっくりと指が引き抜かれた。

「上手。今日はいいけど、次は俺のも舐めてね」

　いいこ、と頭を撫でられる。

「上手にできたご褒美」

　泉の蜜を纏うように、秘部を撫でられる。くすぐったさの勝る快楽に身をよじらせていると、軽い圧迫感が下腹部に走る。泉が愛撫していた指が肉をかき分け入り込んできた。決意がここでも生きていたせいか、恐怖はない。快楽におぼれた泉は、期待のせいか腹の奥がずきずきとうずいた。

「っ、あ！　っ、い」

　鈍い痛みに思わず声が出る。すると、また額に唇が落とされる。その優しさを享受していると、ナカをほぐすように指が動く。すると、違和感の向こう側にある小さな快楽を泉が拾う。それは甘い声となって口から漏れ出る。

「ああっ……はぁ……」

　指が一本増えたときには、高い声が部屋に響いた。

「見つけた」

　痛みの向こう側の快楽に、蕩け切った体は正直だった。ナカの良い場所を、美晴は徹底的に虐めぬいた。どうにもできない感覚を逃そうとシーツをぎゅっとつかむ。我慢しようと思っても、声が漏れ出る。

「シーツじゃなくて俺をつかんで」

　甘く優しい声でささやかれてしまえば、抵抗する術はない。先ほどと同じように背中に手を回す。指がナカでうごめくと、声を出すだけでは我慢できない快楽が襲ってくる。またもや爪が皮膚に食い込むほど強く抱きしめてしまう。

「あ……つ、め……っ、ごめ……」

「だいじょうぶ。俺に任せて」

　その言葉通り、痛みを紛らわすようにキスが落ちてくる。美晴の態度に甘えて、また背中に縋りついた。キスの合間に、しっかり立ち上がり主張した乳首を軽くこすられる。痛みを忘れ、快楽に流されていると、イクきっかけを教えてくれた陰核もいじられる。

「ん、あぁっ！　ダメっ、いっちゃ……！」

　数度、軽く絶頂を迎える。そのたびに、指が奥を刺激する。痛みが紛れ、奥底にある快楽のかけらを、美晴は見逃さなかった。乳首や陰芽への刺激が減り、ナカへの愛撫が増える。だらりと流れ出た蜜を潤滑油に、動きが激しさを増す。ぴちゃぴちゃと卑猥な水音が響き、合わせるように泉も喘ぐ。堪えきれない快楽をいなすように、ぎゅうっと体を密着させる。

「いずみ」

　耳元で名を呼ばれる。その瞬間、今日一番の絶頂が泉を襲った。

「っ、ああぁっ！」

　眼前にちかちかと光が飛び交い、だらしなく口を開く。唾液を処理することもできず、口の端を流れていく。

「っ、は、は」

　声も出ない。だらしなくベッドに体を投げ出すしかできなかった。先ほどまで美晴の背中にしがみついていた腕も、縫い付けられたようにベッドに沈んでいた。

「うん、頑張ったね」

　ねぎらうかのように、顔中にキスが落とされる。心地よさにうっとりと目を細めていると、最後に荒い息を呑みこまれた。

「もう大丈夫だね」

（だいじょうぶ？）　

　何が、と問うた声はかすれていた。その疑問に答えは返ってこず、美晴が口角をゆるりと上げた。体が離れ、ベッドが軋む。そして、膝立ちをした美晴が見せつけるように腰を突き出してきた。見せつけられた陰茎は、先ほどよりも大きさが増しているようにも思えた。しかし、恐怖はもうない。何をするのかも、理解していた。するすると避妊具をかぶせる姿すら美しく、見惚れてしまう。

「俺も、もう限界」

　凶暴なほどにそそり立った陰茎が、濡れそぼった秘部にあてがわれる。腫れた突起を擦り、泉はまた与えられる快感へのドアをくぐる。

　腰をしっかりつかまれ、引き寄せられた。痛みの向こうの快楽を知った体は、次の刺激を待ち望んでいた。

「泉、ずっとこの時を待っていた」

　濡れそぼった入り口は、すぐに美晴の侵入を許した。ゆっくりと入り口を広げられ、ずっしりと存在感のある質量を感じた。

「ゆっくり、挿れるよ」

　指とは比べ物にならない質量に、泉は唇を噛む。

「傷がつく。俺の指を噛んでて」

「っ、あ、だめ……また、」

　傷つけちゃう。とかすれた声が漏れる。その言葉を遮るように、太い指が押しこまれた。噛んではいけないと思えば思うほど、歯を立ててしまう。しかし、じっと見つめられる瞳に、痛みは浮かんでいない。ひどく満足そうに口元を歪め、泉だけを見ていた。

「……っ、」

　下腹部に感じる重たさと痛みが、その表情を見るだけで吹き飛んでしまう。今彼は自分だけを見つめている。それだけで心がひどく満たされた。

「よし、はる」

　名を呼び、差し込まれた指に舌を這わす。泉も美晴だけを見つめていた。愛しさを込めて美晴の指を愛撫する。自分がしてもらったことを返すように。

「……っ、奥まで、入れる」

　口から指が引き抜かれる。名残惜しそうに、ちゅぽ、と唾液の絡まる音が響いた。その勢いで美晴に縋っていた手がだらりと垂れ、シーツの上に落ちる。そして、名前を耳元でささやかれる。甘い声は、媚薬のように泉の体を熱くさせた。

　その瞬間、腹の奥底に感じたことのない重みを感じる。痛みは一瞬だった。質量の大きさに呼吸を奪われる。

「入った……泉……」

「っは、よしは……るぅ……」

　頭を撫でられ、深呼吸するように言われる。言われた通りゆっくり息を吸い、吐く。キスが雨のように降ってきて、合間に「大丈夫か？」とささやかれる。美晴の息も荒く、必死に何かに耐えているようにも思えた。

「だいじょう、ぶ」

　何度も何度もそう返す。そのたびに、キスが落とされ、胸の奥がキュンとうずいた。我慢しないでほしいと視線で訴えると、美晴が目を細めた。

「いいのか？」

「っ、うん、だい、じょうぶ」

　夢だと思っていた淡い初恋の続き。美晴を想えば痛みがいくらかマシになる。

　泉が了承すると同時に、美晴が軽くナカをゆする。すると、先ほど覚えたばかりの良い場所に何度も陰茎が当たる。

「あ、あ、んぅ……ああ、」

「そう。上手。気持ちいいことだけ感じて」

　呼吸とともに漏れ出る声。痛みだけではない、甘さを含んだ声を美晴は受け取ったようだ。

「少し動くよ」

「あ、待って、だ、め」

　泉の静止を振り払うように腰の動きが加わる。段々と激しさを増し、肉のぶつかり合う音が響く。ゆっくりと、しかし確実に泉の中に美晴が刻み付けられる。早急でない動きの中に泉への気遣いを感じる。ひきつるような痛みは、動きに合わせてなりを潜める。

「痛くないか？」

　その問いに泉は頷く。髪が乱れ、顔にかかる。すると、それを優しい手が整えてくれる。再会したときは他人のように振舞われたが、今は誰よりも側にいる。今なら少しわがままを言っても許されるのではないか。先ほど散々背中を傷つけて、今更かもしれないが、泉は手をまっすぐに伸ばした。

「ぎゅってして」

　子供がだっこをねだるようなポーズになってしまったが、彼は正しく受け入れてくれた。胸部がぴったりを合わさる。互いの汗で湿った肌は隙間なく空間を埋める。触れていない部分などないくらい抱きしめあうと、自然と唇が重なる。エレベーターの中でしたような凶暴なキスではなく、互いの隙間を、寂しさを埋めるようなキス。愛されていると勘違いしてしまいそうだった。

　それでもいい。今日はこの一夜限りの恋に酔うと決めているのだ。そして、その相手が初恋の……ずっと想い続けていた人であれば冷静になることなど無理だった。そこまで頭に浮かび、泉は考えることを放棄した。

「は、すげえ。締め付けられる」

「っ、あっ、やだ、だめぇ！」

　指とは全く違う刺激は、泉から思考を奪う。とにかく味わったことのない快感に翻弄され、流されていた。理性を捨てた泉は高く鳴いた。

「あっ、あぁっ」

「泉、呼んで、俺を頼って」

「ん、ああ……よし、はるぅ」

　さらに強く抱きしめると、中心部を突く雄芯が硬度を増して、泉のナカを広げた。今度は痛みもない。

「っ、く……」

　余裕のなさそうな表情だったが、泉を見つめる瞳だけはまっすぐで決して逸らされることはない。その瞳に吸い込まれるように唇を寄せると、望んだとおり厚い唇でふさがれた。

　今日だけの関係だとしても、泉はこれ以上ない幸せに包まれていた。絶対に離さない、そんな気持ちで美晴にしがみつく。

「泉、イケる？」

　その問いに、何度も頷く。肉のぶつかる音、良いところへの刺激、蜜の絡む音、そして初恋の男性。心も体も満たされ、泉の絶頂はもう間近だった。

「あっ！　あぁあーーっ！」

　奥を押しつぶされ、泉は快楽に抗うことなく達する。ナカがぎゅう、っと締まったのが自分でも理解できた。

「っ、俺も、」

　頭が真っ白になる前に、食いしばるような声が聞こえた。わずかに残った意識をフル稼働し、泉は美晴の耳元でささやく。

「ずっと、会いたかった……」

　その言葉を合図に、鋭い熱を感じた。薄い隔たり越しに注がれる熱に、泉は腹の奥底がうずく。薄い隔たりがあることに寂しさを感じてしまうほどの熱だった。

「……俺も、ずっと会いたかった」

　互いに荒い息を隠そうとせず、美晴がそう言葉にする。泉は何度も頷き、背中をぎゅっと抱きしめた。そのまま、緊張の糸が切れたように意識が遠のいていく。美晴の焦ったような声が聞こえたが、泉は返事ができないでいた。ただこのままでは心配をかけてしまう。そう思った泉は、最後の力を振り絞って口を開いた。

「よし、はる。まだ側にいてね」

　その言葉通り、きっかり三十分後に目覚めた泉の側にはホッとしたような顔の美晴と、ルームサービスで頼んだであろう温かい料理が待っていた。






三章








　日の光が瞼の裏を刺激する。もう少しだけ寝かせてと思いながら寝返りを打つ。肌触りのいいシーツが泉の願望を受け入れてくれる。体を丸め、もうひと眠りしようとしたところで、体に何かが巻き付いてきた。

「っ！」

「おはよう」

　そのまま体を上に向かされる。真っ先に視界に入ってきたのは、昨晩散々自分を翻弄した男だった。散々縋り、しまいには抱っこだの側にいてほしいなどわがままを言ってしまった。蘇る記憶は、恥ずかしさを倍増させた。思わず顔を背けると、頬をつかまれ、正面を向かされる。

「挨拶は基本だろう？」

「っ、あっ！」

　反論しようと口を開いたのが間違いだった。唇をふさがれ、言葉を飲み込まれる。起き掛けで乾いた唇が互いの唾液で濡れていった。そのまま背中を抱かれ、無理やり起こされる。抵抗できない体を美晴が良いように扱う。胡坐をかいた上に乗せられ、すっぽりと抱き込まれた。もちろん、互いに何も身にまとっていない。

　リップ音の合間に、ぴちゃぴちゃと水音を響かせる。うるんだ唇はすぐに美晴と熱を分け合う。唇を通して注がれる熱が全身をめぐる。昨晩散々弄られた場所に熱を帯びると、一人では解消できないようなうずきが生まれた。ばれないように内ももを擦り合わせると、蜜が擦れ、また違う水音を響かせた。初めての経験だったにもかかわらず、さんざん乱れてしまった。乱されたと言っても過言ではないが、受け入れたのは泉自身だ。下腹部に軽い違和感を覚えるも、無くなった何かを求めている自分もいる。

「……寂しいの？」

　狡猾な美晴は、泉のうずきを見逃してくれない。離れた唇から告げられた言葉は、泉の物足りなさを正しく汲み取っていた。

「っ、ちが！」

　腕を伸ばして、離れようとする。しかし、圧倒的に体の大きい美晴にすぐに距離を詰められた。

「もうしないよ」

「っ」

　そうだ。一晩限りの関係だった。そんな絶望にも近い現実が泉の中を駆けめぐる。寄せられた顔が憎々しくて、奥歯を噛みしめながら顔を逸らす。

「痛いでしょ？　泉、初めてだったし」

　昔のように優しい口調だった。練習に夢中になり、オーバーワーク気味だった泉を気遣ってくれた過去が蘇る。そのことに気づいた泉は、逸らしていた顔を美晴の方に向ける。

「もしかして、心配してた？」

　我ながらかわいくない言い方だった。一瞬むっとしたような顔を見せたが、すぐにその表情を正した。

「……当たり前だろう？」

　泉の態度など気にした様子もなく、なおも美晴は泉への心配を口にする。労わるような優しさに、うっとりと目を細める。温かい肌に自然ともたれる形となった。

「……うん。あ、背中。大丈夫？　引っ掻いちゃった」

「全然。泉が気持ちよかった証拠だろ？」

　心配をよそに、にやにやといやらしい笑みを浮かべている。一瞬あっけにとられたが、すぐに、心配して損した！　とばかりに泉は美晴から距離を取った。デリカシーがないと口にすると、今更、と鼻で笑われてしまった。近くにあった枕を手に取り、美晴に向かって投げつける。ぼふん、といい音を立てて目標物に命中した。

「いて！」

　跳ねかえって戻ってきた枕を再度手に取り、もう一度美晴に向かって振り下す。もう一度ぼすんと軽い音が響いた。痛いと訴える声に、笑いが交じる。

「もう！　バカ！　私だって恥ずかしかったんだから！　美晴だって！　彼女とか婚約者とかいるんでしょ！　う、うわ、噂で聞いているんだからね！」

　恥ずかしさと勢いに乗せて一番聞きたかったことを口にする。してしまったと言ったほうが正しいかもしれない。その瞬間、持っていた枕を奪われた。

「っ！」

　枕を奪われた勢いで、ベッドに倒れこんでしまう。そしてそのまま美晴が覆いかぶさってきた。

「どういうこと？」

「っ、どういうことって、言った通りのことよ」

　昨日から続いている売り言葉に買い言葉。美晴に気圧されないように、必死に虚勢を張る。昨日の甘さなど、どこかに消え去ってしまった。

「婚約者や彼女がいるって思いながら、泉は俺に抱かれたの？」

　真実を突くような追及に、泉の胸がどくりと嫌な音を鳴らす。その通りだと口にすべきだが、心臓が締め付けられて声が出ない。やっぱりそうなんじゃないか。彼女や婚約者がいるのに自分を抱いたのは美晴だ。それに自分は無理やり連れてこられた。そんな言い訳ばかりが次から次へと浮かぶ。

　相手を責めるのは簡単だった。それでも、泉は反論を口にしなかった。会いたいと願って、夢にまで見た人物が昔の面影を残したまま現れたら。誰が抗えるだろうか。どんなに意志の強い人間だって、一晩の情熱に身を任せたくなってしまわないか。自分は、ずっと美晴が好きだったから。

「……そうだって言ったらどうするの」

　一瞬、沈黙が落ちる。

「……今の泉に何を言っても意味がなさそうだ」

　ひどく自信のなさそうな声だった。顔は伏せられており、表情は読めない。

「っ、よ、し……？」

「俺にはずっと想い続けていた相手がいる。それだけは覚えておいて」

　吐き捨てるようにそう口にし、美晴はベッドから立ち上がった。泉の爪で引っ掻いた痕が残る背中を呆然と見送る。昨晩散々縋った美晴が急に遠い存在になった。

「先に行く。遅れるなよ」

　ぼんやりしている間に、美晴は身支度を終えたようだ。気の抜けた返事しかできず、泉は昨日と同じスーツを纏った美晴を見送る。ベッドルームのドアが閉まる音が聞こえてきて、やっと我に返る。

「……ほら、やっぱり」

　想い続けていた相手がいるんじゃない。音にならない声でそう呟く。久しぶりに会って、里心が湧いたのだろう。自分は遊ばれていたのだと確信する。先ほどまでじゃれあいの主役だった枕をぎゅっと抱きしめる。

　婚約者や彼女がいると分かっていても抱かれたのは自分だ。責任は自分にもある。もういい大人だ。こんな一夜の過ちくらいどうってことない。自分を納得させるための言い訳を連ねる。仕事でもよくあることだ。

（仕事の一環だと思えばいいんだ）

　至った結論はひどく虚しいものだった。喉がひきつり、鼻の奥がツン、と痛む。しかし、溢れ出そうになる涙を必死で堪える。自分には涙を流す資格はない。

「だって」

　誰もいなくなった広いホテルに泉の声だけが響く。

「ずっとずっと会いたかったんだもん」

　淡い、淡い初恋の思い出。目を閉じると今でも鮮明に思い出される、過去。枕を抱きしめ、顔を埋める。すると、すぐに過去が蘇ってきた。

　泉の実家は四国にある。海沿いにある製紙工場から上がる煙を見て育った。幼いころから足が速く、中学に上がるころには県代表に選ばれるほどまで実力をつけていた。高校はもちろん陸上で推薦入学。一万メートルを主要種目とし、日々鍛錬に勤しんでいた。日が暮れるまで走り続け、コーチによく叱られていたことも記憶に焼き付いている。

　美晴と出会ったのは、オーバーワークが祟り昼間の授業に支障が出た時だった。授業中に襲われためまい。ノートと教科書が机から落ち、ばさりと大きな音を立ててしまった。

　――大丈夫？

　――あ、水瀬……ごめんね。うるさかったね……。

　そう、この時は『水瀬』だった。『与根塚』ではない。東京から転校してきた、少しミステリアスな男性。あか抜けていた美晴はすぐに女生徒の憧れの存在になった。

（いつも誰かに告白されていた気がする）

　廊下の真ん中で告白されていた時、いつも柔らかい笑みを浮かべて美晴は断っていた。自分には関係ない世界だと遠めに見ていたのもよく覚えている。そんな遠い世界の人間に声をかけられた日のことはどうしたって忘れられない。

　――具合悪い？

　――ううん。大丈夫。練習に夢中で朝ごはん食べ忘れたからかな……。

　泉の口から漏れたのは嘘。朝食もしっかり食べたし、なんなら朝練後におにぎりも食べていた。人気者の美晴に声をかけられたとなると、周りが黙っていない。そんな思いから放っておいて、と言わんばかりの口調になってしまった。

（あの時の私、すごく感じが悪かったんだよな……でも、）

　――木村はいつも激しい練習してるからきちんと食べたほうがいいよ。

　――……え？

　――いつも、見てた。走る姿が綺麗だから。

（見ていた？　いつも？　どういう……）

「そこ！　何を喋っている。水瀬、次のページから音読！」

　追及しようとしたが、教師に注意されてしまった。その標的は泉でなく、美晴だった。美晴は教師に教科書を読むように指示された。分かりました。と、椅子から立つ音まで綺麗で、教室にいる誰もが見惚れる。

「Ｓｈａｒｉｎｇ　Ｏｕｒ　ｗｏｒｌｄ……Ａｎｃｅｓｔｏｒｓ　ｌｉｖｅｄ……」

　そして、教科書を読み上げる声の美しさに今度は全員が聞き惚れていた。

　ネイティブと言っても過言ではない、発音。あの時の英語教師の驚いた顔があまりにおかしくて。

　よろしい、って顔を逸らしたときに思わず吹き出してしまった。

　――見たか。ばあか。

　べ、と隣で舌を出した美晴に、具合が悪いことを忘れて笑いが深くなる。声に出さないようにとにかく必死だった。

　――あいつ、いっつも俺を目の敵にするから。

　――そうなの？　でも、本当に『見たか。ばあか』だね！

　してやったり、と笑みに乗せてそう口にする。すると、一瞬きょとん、と呆けた顔を見せた美晴が楽しそうに破顔した。

　いつも見ていた笑顔と全く違う。夏の風に髪を靡かせ心底楽しそうに笑う美晴に、単純な泉はすぐに心を奪われた。

　そこまで思い返して、泉はごろりと寝返りをうつ。

「ほんと、身の程知らずよね」

　誰もが憧れる美晴に恋をした。そしてその初恋を今の今まで引きずっている。

「最初から、手の届かない存在って分かっていたじゃない」

　自分に届けるようにそう口にする。けれども、淡い初恋はいつまでも泉の胸にこびりついて忘れることを許してくれない。淡い初恋だけならまだしも、相手は世界的スポーツ用品で有名なＹＯＮＥＺＵＫＡの関係者だ。ただの一般人で、しかも……美晴が綺麗だと言ってくれていた走る自分はもういない。天井に向けてまっすぐに手を伸ばす。

　会いたいと願った人はもういない。

　心も、体も手に入らない人なのだと思い知らされてしまった。

　視界に入る腕は透き通るように白い。あのころのように日に焼けて真っ黒だった自分は遠い過去。泉はゆっくりと体を起こして時間を確認する。その時に視界に入った肌に禍々しいほど残る痕にぎょっとしてしまう。今が長袖の季節でよかったと思うほどにあちこちびっしりと痕がついている。

　前腕の内側に一つ残る痕に、そっと唇を落とす。例え遊びだろうと、肌を合わせたことを後悔してはいけない。そこまで覚悟を決めて、自分の頬を叩く。陸上選手時代に、集中するためによくしていたルーチン動作だった。

「……よしっ！」

　自分も早々に出社しなければ。そう思い立ち上がる。美晴の存在が残る体だが、鍛えていた過去の栄光のおかげか痛みは少ない。皺くちゃになったシャツとスカート拾う。みっともないが今日はこれを着ていくしかないだろう。せめても、と思いハンガーにかけたあと消臭剤を振りまく。湿気を纏い重くなった衣類が渇くころには少しマシになっているだろう。着替える前にシャワーを浴びなければとバスルームを探していると、置かれている袋が目に入った。それは高級ブランドでもなく、泉が愛用しているファストファッションブランドの袋だ。

　袋を開けると、昨日着ていたものと似たシャツとスカート。

　高級ブランドなら要らないと突っ返せるのに。と新しい服を抱きしめる。泉が断れないぎりぎりのラインを狙ってくるところも憎らしい。それに、ブランド品を送る価値がないと思われていたのかもしれない、なんて卑屈な考えが浮かんだ。

「……もう、振り回さないでよ」

　真新しい香りのするシャツの香りを胸いっぱい吸い込み、溢れ出る涙を必死で堪える。仕事の一環だと思おうとすればするほど、こうして美晴が心の中に侵入してくる。けれども、時間は待ってくれない。顔を上げて、こぼれそうになった涙をぬぐう。

（めそめそしたって仕方ないんだ）

　真新しい服を抱え、泉は大股でバスルームに向かう。体の痛みは少ないが、その代わり心がじくじくと痛んだ。

「なかったことにしたいんでしょう？　あなたは」

　ほんの少し残るライムがまた、憎らしかった。





◇◇◇






　出社時間ギリギリ。朝ごはんは食べ損ねてしまった。食べられなかったと言ったほうが正しいのかもしれない。昨日のルームサービスは今まで食べたどの食事よりもおいしかった。その記憶を上書きしたくないという恋心。

　しかし、その分心の痛む思い出が増えてしまったと大きくため息をつく。朝から何度も気持ちが浮き、沈むを繰り返していた。

　けれどもへこたれている暇はない。泉はいつものように資料の確認と先方とのやりとりに勤しむ。当の美晴は泉より先に出社し、自デスクで作業している。時折席を立ちどこかへ行っているようだが、泉とは一切の接触がない。その態度が、まるで昨日のことをなかったことのように振舞っているようにも見える。今朝、『なかったこと』にしようと決めた自分だが、実際目の前に突き付けられると正直辛い面もある。自ら空腹を選んだはずだったが、心の辛さに比例するように、腹の音が鳴った。次第にその音は大きくなり、隣に座る後輩の渡辺がちらりと泉のほうに視線をよこした。

「先輩、お腹空いているんですか？」

「……うん、朝ごはん食べてなくてね……」

「いつもごはんはしっかり、の先輩が珍しいですね。はい、飴でも舐めて元気を出してください」

「あ、う、うん。ありがとう」

　腹の足しにもならなそうな飴一粒が、今は神の恵みにも思えた。ころころと口の中で転がすと爽やかなレモンの風味が広がって少しだけ気持ちが晴れた。

「ちょっと生き返った。で、提出資料、できてる？」

「あ、今やりま～す」

　ごまかされないぞと続けると、渡辺はパソコンと向き合う。できているのかと画面を覗くと、本当にあと少しのところまで来ていた。やるじゃん、と呟くと、渡辺は照れ笑いを浮かべる。

「だって！　この資料が与根塚課長の助けになるんですもんね！　頑張らないと」

「あ……そう」

　そこは嘘でも私のためにって言えないの、と表情に出すが全くの無反応だった。ここまで目的がはっきりしていると逆に清々しい。

「……与根塚課長とどうにかなりたいって思うの？」

「……はい？」

　聞いてからしまったと口を押さえる。空腹と睡眠不足の頭のせいかとんでもないことを口にしてしまった。今の言葉は本来ならば自分自身に問いかけるもので、渡辺に聞くことではない。しかも渡辺に対しても大変失礼な言い草だ。

「ごめん！」

「……木村先輩？」

「私が聞くことじゃないし、すごく失礼な言い方だった。本当に……ごめんなさい」

　渡辺が口を開くよりも先に、泉は頭を下げた。先輩と後輩だからと言って、悪いことをなあなあにしていいわけがない。

「先輩。大丈夫ですよ。頭を上げてください」

「……ほんと、ごめん。ありがとう」

　言われた通り頭を上げると、渡辺がにやにやと薄笑いを浮かべていた。

「……何か？」

「ううん。先輩、大丈夫ですよ。全く興味無いんで」

「……え、でも」

　散々美晴のことで盛り上がっていたではないか。そう思っていたのが顔に出ていたのだろう。泉の表情の意味を正しく受け取った渡辺がころころとキャスター付きの椅子を寄せてきた。

「あの場ではそう言わないと雰囲気が悪くなるでしょ？　それに、婚約者だのなんだのって噂されるような人は私には敷居が高すぎますからね。あ、でも、イケメンの手助けをしたいってのは本当ですけどね！」

「な……なんと」

　現実的な意見と自分の欲望を少し混ぜた渡辺に泉は目を丸くした。耳元でささやかれる内容は何とも夢がない。

「だから、安心してください」

「はい？」

「先輩、与根塚課長のこと気になってるんでしょう？　大丈夫。応援しますよ！」

「え！　ちょ！」

　急な展開に泉は思わず叫んでしまった。周りの目が一斉に泉に向く。なんでもない、と大きく手を振ると、周りが一斉に興味を失い、いつものオフィスに戻る。

「待って、渡辺さん。それ、聞き捨てならないんだけど」

「ええ～。だって、先輩今日何度も与根塚課長の方見てたでしょ？」

「み、見てない」

「見てました」

「見てない」

「み、て、ま、し、た」

　言い切られてしまい、たじろく。言葉では敵わない。そう思った泉はぐっと閉口した。渡辺は軽く腕組みをして、泉の耳元でささやく。

「応援しますけど、課では本気で狙ってる子もいるって噂ですし、それに……」

「それに？」

「彼女？　婚約者？　がいるのは信ぴょう性、高いみたいですよ。その子に会いたくてこっちに帰ってきたっていうね。ま、噂の域を超えないですけど」

　確信を突いたような渡辺の話に、泉は俯く。そうして、近くにいる彼女にも聞こえない声でぽつりと呟く。

「……うん、知ってる」

「ん？　木村先輩？　何か言いましたか？」

　何でもない、と手を振る。勘の鋭い渡辺がしばらく食い下がったが泉はなんとかその場をやり過ごす。決して口を割らない泉に、彼女は「そのうち聞きだしますからね」とだけ宣言して互いに仕事に戻った。

　

　午前の仕事はあらかた片付き、ようやく昼休憩を迎えた。すぐさま社員食堂に向かい、本日の魚定食プラスミニカツ丼も食べた。

　本人と周りから突き付けられた決定的な失恋は食べてやり過ごす。そう決めた泉はとにかく食べることに集中した。女子が食べる量ではないと周りの目が多少気になったが、空腹と心に空いた穴を埋めるには一番簡単な方法。涙こそ流さないものの、今日の社食はいつもより少しだけしょっぱいような気がしたのはきっと気のせいではないだろう。

　そんな風に失意の一日を過ごしていると、同僚に声をかけられる。しかも、終業時刻ぎりぎりだった。

「ええ……今から？　誰が呼んでるの……？」

「知らねえよ。とにかくお前を呼んで来いって言うんだ。俺も誰かに頼まれたっていう人から聞いたから」

「やだなあ……めんどくさい……」

　たった今まさに帰ろうと思っていた泉は心底嫌そうに口にする。今ここで聞いていませんでしたは通用しない。泉が行かないことで、この同僚にまで迷惑をかけることになるだろう。

「とにかく、会議室Ｂ！　俺は伝えたからな」

　こんな終業間近に誰が何の用だと泉は席を立つ。隣の渡辺は泉が話し込んでいる間に退社している。うらやましい気持ちを隠して、出退勤の有無を書き込むホワイトボードに『会議室Ｂ』と書き込む。そのまま直帰と書いたのはせめてもの反抗心だった。幸いにも今日は金曜日で、急ぎの仕事もない。昨日から今日にかけて処理しきれないことがたくさんありすぎた泉はとにかく体を休めたかった。

「会議室寄ったら帰ります。お疲れさまでした」

　残業をする人たちにそう挨拶をし、通勤バッグを持ってオフィスを後にする。誰が何の話だろうとこの時の泉は何も考えていなかった。会議室Ｂは会議室Ａが使えないときに使用するところだ。場所も奥まったところにあり、めったなことでは使用しない。

（今、Ａって使ってたんだっけ……）

　Ｂを指定されたことに少しだけ訝しみながらも、早めの帰宅を望む泉の足は止まらない。薄暗い廊下を抜けると、目的地があった。外から中を覗くが電気がついていない。おかしいな、と思ってドアノブに手をかけて静かに押す。シリンダーが解除された音が響く。それ以外の物音がないことに、やはり誰もいないと確信する。いたずらか、と思った瞬間だった。とん、と背中を押される。

「っ、わ！」

　押された勢いのまま一歩、二歩と進む。すんでのところで転倒を免れる。何をする、と声を出そうとしたところで、大きな手がそれを阻んだ。

「静かに」

　真っ暗闇の中で主張する、ライムの香り。その香りだけで誰が来たのか分かってしまう自分がいる。泉の叫びが消された会議室に、シリンダーを回す音が響く。音の余韻が消え、静寂が二人を包む。

「っ、」

「静かに、だよ。こんなところ見られたら君だって困るだろう？」

　上司、しかも会社の関係者にそんなことを言われたら従うしかない。ゆっくり頷くと、口を押さえていた手がゆっくり離れていく。まさか昨日の今日でコンタクトがあるとは思わず、泉は混乱していた。

「お疲れ」

　廊下から差し込んでくる明かりだけでは表情が読めない。怪しんでいるうちに、額に唇が落とされる。流れるような動作に、思わず体をのけぞらせる。

「……なんでよけるの」

「っ、なんでキスするの！」

　あのような別れ方をした当日にアプローチを受けると思っていなかった。おそらくあれきりだろうと泉は決めつけていた。

「な、なんで」

「だって今日一日ずいぶんと熱烈な視線を送ってくれるから。こうしてほしいのかと思って」

「っち、ちが！」

　違くない。心の中でそう呟く。渡辺にも指摘されたが、自分はそんなに分かりやすいだろうか。必死に見ないように、視界に入れないように努力していた一日は何だったのか。そんな風に自分の行いを振り返っていると頭上から吹き出す音が聞こえてくる。

「っ、ふ……」

「な、何……？」

「すごい百面相。暗くてもよく分かる」

　吹き出した音はどうやら美晴が漏らした笑いのようだ。くつくつと喉を鳴らして笑う姿に、泉は拍子抜けしてしまう。昨日散々泉に快楽を与えた人とも違う。朝、怒りをあらわに去っていた人とも違う。昼間、全く自分など眼中にない様子で仕事をしていた人とも違う。暗闇に目が慣れ、表情がはっきりと分かるようになった。泉の中に色濃く残る初恋の人と同じ笑い方。薄暗い会議室は、あの時の教室を思い出させる。どうしてもあのころと重なり、胸が高鳴った。

「っ、笑わないでよ……」

「泉は昔からそうだったな。何でもすぐ顔に出る」

「……自分じゃ分からないもの」

「ほら、あの英語教師。覚えてる？」

　覚えているも何も、今朝思い出したばかりだ。小さく頷くと、美晴は思い出し笑いとともに口を開く。

「あいついっつも俺に教科書読ませたがったじゃん」

「……そうだったね。美晴はいつも当てられた気がする」

「俺が当てられるたび、泉が隣で『大丈夫かな』って顔してたんだよ」

「うそ！」

　そんな顔していただろうかと泉はまたうろたえていると、嘘じゃないと美晴が続ける。よっぽど面白かったのか、笑いが収まらないようだ。

「そうそう。俺だけじゃない。他の誰かにもいろんな反応をしてた」

「ええ……自分じゃ気づかなかったよ……」

　それならその時に言ってほしかった。とぶつぶつと呟くと、笑いがぴたりと止んだ。すると、淡い恋に重なった表情とはがらりと変わっていた。昨日まで散々泉を翻弄してきた今の美晴の顔。

「っ」

　あまりの変わりぶりに、泉は肩を震わせる。どうしたのかと口にする暇もなく、美晴が顔を近づけてきた。

「教えたら、泉は隠しちゃうでしょう？　俺、あの顔がすごく好きだったから」

「あの顔……？」

「俺を心配する顔。あれを見ちゃうと大丈夫だってところを見せつけてやりたくなった」

　長いまつげが伏せられる。相変わらず綺麗な顔立ちだと一瞬見惚れてしまった。そのせいか、今度は簡単に唇を奪われてしまう。最初は唇を重ねるだけ。舌が入ってこないものの、厚い唇で何度も食まれる。半分意固地になって歯を食いしばっていると、舌先で軽くノックをされる。それでもなお引き結んでいると、歯列をゆっくりとなぞられた。決してこじ開けようとしない、けれども諦めもしないという強い意志。諦めようと薄く口を開くと、待っていたとばかりに舌が侵入してきた。

「ん、ふぅ」

　隙間から声が漏れ出る。しかしここが会議室だということを思い出し、それ以上の声が出ないように必死で堪える。腰を抱かれ、体が密着する。太ももの間に美晴の足が入り込み、中心部を刺激された。昨晩すっかり慣らされた陰部は、そんな些細な刺激にすら反応してしまう。漏れ出そうな声は、キスによって飲み込まれる。やんわり刺激されていた陰部に、今度は足よりも硬度なものが押し付けられた。

「あ、」

　押し付けられた塊が何なのか泉はもう知ってしまっていた。奥を突かれ、入り口を浅く擦られ……そうして全身をめぐる刺激を想像するだけで、体の奥底がじんと熱くなる。このままではまた流されてしまう。

「だめ、よしはる……」

　息も絶え絶えに拒絶を口にする。しかし、泉が拒否すればするほど、口づけが深くなる。まるで聞きたくないと訴えられているようだ。顎をつかまれ、上を向く。首が伸びると言葉もうまく出てこない。拒絶する手段を遮られ、泉はキスを受け入れるしかなかった。

「あ、ん……んあ……」

　流し込まれる唾液が処理できない。首筋を伝い、鎖骨のくぼみに流れていく。美晴もきっとそれに気づいているはずだが、キスの嵐は止まない。口内の隅々を舐られていく。大きな手が背中を撫でる。服越しにも伝わる熱は、泉にも伝染していく。キスだけでも蕩けそうな体は、少しの愛撫で簡単に反応してしまう。また流されてしまう。弱い自分が気持ちのいいほうに流れていく。初恋で、ずっと想い続けていた人。そんな人に体だけでも求められるなら、とずるい考えが浮かぶ。

　行き場をなくしていた手を美晴の背中に回そうと思った瞬間だった。

『俺にはずっと想い続けていた相手がいる。それだけは覚えておいて』

　朝言われた言葉を思い出す。回そうとした手にぐっと力を入れて、ずるい考えを追い払う。シャツの裾に手が侵入してきた瞬間、その思いが勝る。腕を伸ばして美晴の体を押し返す。きつく抱きしめられていたはずだったが、拘束していた腕はいとも簡単に離れていった。

「……だめ、です」

「……ダメって顔じゃないけどね」

　口元に残る唾液をぬぐう。乱れた服をこれ見よがしに直し、美晴と対峙する。ぴりぴりと張り詰めた空気が美晴の怒りを教えてくれる。一瞬気圧されそうになったが、負けじと気持ちを引き締める。

「……よくないでしょ。こういうの」

「どうして」

「だって……美晴は……ずっと想い続けていた相手がいるんでしょ？」

　仕事の一環だ、今回限りだ、なんて言い訳だけがうまくなってしまった。自分はこんな卑怯な人間だったか。そんなはずはない、と自分を奮い立たせる。自分が苦しいなど、言い訳にもならない。美晴の陰に隠れた相手がもしこのことを知ったら、心が張り裂けそうなほど苦しむだろう。けれども後悔しないと決めたのは自分自身だ。もし、今後彼女や婚約者に責められるようなことがあれば、泉は甘んじて受け入れる。そこまで覚悟を決めて、泉は美晴の瞳をじっと見つめる。

「……それが自分だって考えもしないの？」

　吐き捨てるように投げかけられた言葉の意味を理解する余裕は今の泉にはなかった。

「……は？」

「……いつもそうだ。俺はずっと泉だけを想っていたっていうのに」

　嘘でしょ？　音にならない声で呟く。まさか、どうして、と頭の中でぐるぐると纏まらない考えがめぐる。今何を言ったのか？　想う相手が自分だと言わなかっただろうか。

「また顔に出てる」

「うそ！」

　手で顔を隠す。自分がどんな顔をしているかなんて一目瞭然だからだ。おそらく自分は顔が真っ赤だろう。薄暗くてよかったと心底思う。

「やだ、見ないで」

「どうして、見せてよ」

（うそ、どういうこと）

　先ほどまで決別する気でいたが、なんだこのどんでん返しは。混乱する泉に、美晴がどんどんと迫ってくる。

「嘘じゃないよ。高校からずっと泉だけを想っていた」

「ま、待って……だって、彼女や婚約者が……」

「そんなのいない。そういえば泉は、昔から噂とかすぐ信じていたよな」

「え……ええ……今昔のこと持ちだす……？」

　顔を隠しながら必死に現状を理解しようとしていると、ライムの香りが濃くなる。抱きしめられていると気づいたが、今度は拒否する必要もない。

「……本当に？」

「本当だよ。愛してもいない女に手を出すような男に見える？」

「……」

　確信がなくて、泉は押し黙る。すると、こつんと額に軽い痛みが広がる。

「こら。そこは見えないって言うところだろ？」

「じゃあ、見えない」

　じゃあってなんだ。と美晴が吹き出す。

（あ、優し笑い声）

　大人とも子供とも言えない境界線をさまよっていたころの、はにかむような笑顔だった。泉は会話も忘れて見惚れてしまう。すると、笑いを収めた美晴が泉の首に顔を埋めてくる。

「本当だよ。ずっと泉だけを想ってたから。君が考えるよりもずっとだ」

「……そう、なの？」

　それならば泉の今朝の態度はひどいものだったのでは、という思いがむくむくと湧いてくる。好きだと言ってくれればいいのに、と相手のせいにするのは簡単だったが、泉はそうしなかった。

「「あの」」

　二人の声が重なる。互いに譲りあっていると、美晴が先に口火をきった。

「今朝の態度は、ごめん。少し……怖かったよな」

　まさか謝罪が来ると思わず、口をぽかんと開けてしまう。その態度に美晴が少しむっとしたように口元を歪めた。人には散々分かりやすい顔をしているという割には、自分もそうじゃないかという思いを抱きながらまじまじと美晴を見つめた。

「こら。考えてること、全部出てるぞ」

「ふぎゃ！」

　鼻先を摘ままれ、変な声が出てしまう。踏まれた猫のような声が静かな会議室に響く。少し遅れて美晴の笑い声が続いた。

「なんだよ、ふぎゃって」

「もう！　美晴が鼻なんか摘まむからでしょ！」

「ごめんごめん。まさかそんな声が出るなんて思わなかったんだ」

　また素直に謝られ、泉はぐっと押し黙る。美晴は謝ってくれた。今度は自分の番だった。なあなあにするのは好きではない。

「私も、ごめんなさい……朝、ひどいこと言った」

「……いいよ。俺もちゃんと言葉にしなかったから」

　摘ままれた鼻先に、美晴の鼻が触れる。まるで動物の挨拶のような行動に、今度は泉が吹き出す番だった。

「猫みたい」

　くすぐったいと身をよじると、美晴が執拗に鼻先で追いかけてくる。いつしか追いかけてくるのが唇に変わり、顔のあちこちにキスが落とされた。

「仲直り、できる？」

「うん。ちゃんと、仲直りしよう」

　小さなキスを残して美晴が離れていく。もう少し触れ合っていたいと腕を広げて追いかけると、すぐに大きな胸に包まれた。

「……泉が初めてだったように、俺だって初めてだったから」

　爆弾が落とされたかのような衝撃的な発言だ。ぴしりと体が固まり、今しがた与えられた情報を整理する。

（初めて。初めてって……え、美晴が、初めて？）

「そうだよ」

　思っていたことが全部口に出ていたようだ。ぶっきらぼうにそう返される。それでも信じられずに、ぐるぐると目が回る。

「……まあ、泉にしか反応しないってことだ」

　密着した体に、押し付けられる塊。気持ちが通じ合った心だけでなく、体もすぐに反応を見せた。

「昨日だけじゃ物足りないって言ったらどうする？」

「……どうする、って……」

　今日は金曜日。この誘いを受けたら、もう離れられない。婚約者がいるという隔たりはなくなった。であれば、泉の気持ちにストッパーをかけるものはない。

「俺んち、来る？」

「……いく」

　昂る熱と、うずきは美晴にしか抑えられないことを泉はもう知ってしまった。
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「泉の思い込みはひどいと思っていたが、ここまでとはな」

「……美晴の言い方も悪かったと思うけど」

　昨日のタクシーとは違い、今日は美晴の自家用車での移動だった。想像通りの高級外車に開いた口がふさがらなかったが、「威厳ってやつ。俺は何でもよかったんだけどね」と、軽くあしらわれてしまった。国産車と同じ右ハンドルであることにホッとしつつも、助手席は非常に乗り心地が良かった。

「ん、泉。キスしていい？」

　目の前は赤信号。頬を突かれ、横を向くとじっとこちらを向く美晴と視線が絡まる。夜の都内は、いつも通り渋滞していた。

「またあ？」

「そ、また」

　いいとも悪いともいう前に軽い熱を感じる。小さなリップ音を残して、美晴が離れていく。視線を合わせて、笑いあうと信号が青になる。そしてまた、赤信号で止まる。

「泉、キスしていい？」

「……また聞くの？」

　どうして？　と首を傾げると、笑みを浮かべた唇が落ちてきた。今度は先ほどのような軽いものでなく、ねっとりと舌を絡ませてくる。驚きのあまり舌を縮こませると後を追いかけられた。逃げられないほど追い詰められたところで、やっと解放される。前は青信号。車はまたゆっくりと進む。

「どうして聞くかって？」

「うん」

「だって、俺が聞くと泉はキスを待ってますっていう顔をするから」

「え！　うそ！」

　嘘じゃない、と美晴が何かを含んだように笑う。何かを思い出しているような笑いに、泉は追及を深めた。

「何かあるでしょう」

「ああ、色々思い出してな……」

　そう言って美晴がウインカーを左に出す。どうやら高速道路に乗るようだ。ということはここから先、信号はしばらくない。キスする機会を失い、泉はほんの少しだけ寂しさを覚えた。

「そうやって何でも顔に出すから」

「え！」

　顔のことを言われ、とっさに両頬を押しつぶす。また変な顔をしていただろうかと心配していると、隣からくつくつと堪えるような笑い声が聞こえてきた。

「寂しい？　大丈夫。着いたらいっぱいキスするから。待ってろ」

　恥ずかしい宣言に、言葉を失う。口をぱくぱくさせて反論しようとするが、何も言えなかった。視線を自分の膝に戻し、指をもじもじさせる。これはまるで本当にキスを、そしてその先を待っているようなそぶりにも見える。しかし、本当に待っているのだから大変都合が悪かった。

「俺だって、もう我慢できないんだ」

　ぽつりと落とされた言葉は、自分の心のうちを暴かれたのかと思うものだった。視線を運転席に戻し、ビル明かりに照らされた横顔を見つめる。

「私だって」

　精いっぱいの勇気を振り絞って、そう口にする。すると、ハンドルを握っていた手がゆっくりと泉に伸ばされた。視線は前を向いたままで、絡むことはない。正確に泉の右手を取り、ゆっくりと持ち上げた。

「今はこれで我慢して」

　泉は美晴の一挙一動に視線を奪われる。先ほどまでいたずらに泉の唇で遊んでいたものが、ゆっくりと手の甲に落とされた。手を介して、熱が体を駆けめぐる。昨晩散々慣らされてしまった体は、すぐに美晴を欲しがった。

　下道に比べ、高速道路は空いていた。一定のスピードを保ち、どんどんと進んでいく。手は繋いだまま。絡む手のひらから感じるかすかな鼓動が少し早いことに気づいていた。それが自分の物か、美晴の物か区別はつかない。けれども、二人の心が同じということだけで今は十分だった。

　はやる気持ちを抑えられないでいると、車は高速道路を降りていく。一般道に戻ったが二人の甘い空気を読んだのか、信号に一度もかからず、車は地下駐車場に入っていく。

「……ここが？」

「そう」

　絡まる手が解かれ、手がひやりと冷たくなる。汗ばんでいたことに今気づき、恥ずかしさが芽生えた。そんな泉をよそに、慣れた手つきで駐車をした美晴は、泉を置いて外へ出ていく。追いかけようと慌ててシートベルトを外すと、助手席側のドアが開く。

「どうぞ」

「あ、うん……あ、ありがとう」

　差し出された手を取ると、先ほど同じように力強く握られる。汗が、と思ったがまた戻ってきた熱への喜びが勝った。そしてそのまま腕を引かれると、昨晩と同じように足が前に進む。誰もいない地下駐車場に泉のヒールの音が響く。昨晩のように迷いはなく、規則正しくコンクリートを叩いていた。

　駐車場の奥にあるエレベーターはすでにドアを開いて待っていた。偶然かと思い、きょろきょろ辺りを見回す。

「駐車場に車が入ると自動的に来るようになっている」

「え、？　あ、へ、へえ～」

　どうやらまた顔に出ていたようで、美晴が見透かしたように疑問に答えてくれた。気になっていませんよと振舞ったつもりだったが、相手には全てお見通しだったようだ。昨晩のホテルのような緊張感はなく、今あるのは期待のみ。繋がる手から感じる熱がもどかしく、寂しい。

　ポン、と高い音を響かせてエレベーターが開く。美晴が先導し、泉が後を追う。広いフロアにドアが一つきりだ。そのまま取っ手に手をかけると、がちゃりとドアが開いた。鍵がかかっていないことに驚く。

「不用心過ぎない？」

「センサーキー。持ってるだけで開くようになってる」

「……へえ……」

　簡単な世の中になったものだと思いながら、知らない世界に迷い込んだような感覚に陥った。ハイレベルな暮らしに驚きつつ、自分との差を改めて知ってしまう。少しだけ距離を感じていると、背後で重たいドアが閉まる音が聞こえた。普通の一般家庭の玄関の広さではない。もちろんユニバーサルデザインで、段差一つない。明るいライトを反射する床は綺麗に磨かれており、ただ立っていることすら戸惑われる。どうしたらよいか分からずその場に立ち尽くしていると、軽く腰を引かれる。

「泉」

「……あ、ごめん」

「キスしていい？」

「っ、」

　車内でのやりとりが思い出される。なるべく顔に出さないように唇を引き締め、小さく頷く。

「ほらやっぱり」

「何が？」

「隠しただろ？　待ってるっていう顔を」

　頬を優しく撫でられる。手の温度の高さに、肩が震えた。そっと視線を上にやると、昨晩と同じように熱情を孕んだ瞳がじっと泉を見つめていた。きゅっと口を引き締めて、勢いよく背伸びをする。唇が合わさる直前、驚いたような顔が視線の端に映る。スマートな装いもできず、勢いのままのキスだ。かちりと歯がぶつかり、鈍い痛みが口内をめぐる。それでも泉の気持ちが伝わったのか、美晴がきつく抱きしめてきた。

「っ、ふ、あ」

　拙いキスから、すぐに美晴主導のキスに変わる。先ほど物足りないと思ったものを埋めるかのように、すぐに深いものになる。

「ねえ、泉」

「っ、な、に？」

「今日の服俺が置いてったやつだろ？」

　その言葉に、泉は自分のいでたちを思い出す。あまりになじみすぎてすっかり忘れていたが、美晴が言った通りのものだった。ちなみに、中の下着も同じファストファッションブランドの物だった。

「そう、だけど」

　今朝、もんもんと考えてしまった卑屈な考えがまた芽生えてくる。自分勝手な考えだと分かっているが、どうしようもないのも事実だ。

「安物で嫌だったか？」

「ち、ちが！」

「高級なものを送ってもらえない女だと勘違いしたか？」

「違う！」

　全くその通りだったが、泉はすぐさま否定する。けれども、すぐに自覚する。きっと全部表情に出ているのだろうと。金目当てだと思われたくもないが、自分の弱さも見せられない。

「バカだなあ」

　笑いの混じった声が聞こえる。呆れられたかと思い、現実から逃げるようにぎゅっと目をつぶる。

「俺が高級品を贈ったとしても、泉はいらないって突っ返すだろう？　想像できるよ。わざと同じ服を着て、俺の贈ったものをそのまま置いていく姿が」

「……」

　意地を張る自分が簡単に想像できて、何一つ否定できない。泉は目を閉じたまま心の中で返答する。すると、頭上でくつくつと笑う声が聞こえてきた。

「これきりだと思ったか？」

　顎を掴まれ上を向かされる。そろりと目を開けると、表情の読めない美晴と視線が合う。笑っているようにも見えるが、どこか怒りを浮かべているようにも見える。ごくりと唾を飲み込む音が二人の間に響いた。

「これきりだと思ったのか？」

　もう一度、同じ問いを繰り返される。その迫力に逆らえず、ゆっくり頷く。すると、頬を撫でていた手が纏うシャツに伸ばされた。

「そんなわけ、ないだろ？」

　襟首をつかまれる。次の瞬間には、一番上まで留まっていたボタンがあちこちに飛んでいた。何をされたのか分からず、宙を舞うボタンを追う。その小さな穴の向こうに見える美晴の顔には、明らかな怒りが浮かんでいた。自分はもしかして、彼の怒りを買ったのだろうか。あまりの出来事に、呆然とそんなことを考える。

「泉は俺の気持ちをよく分かっていないようだから、しっかり教えないと」

　ボタンが床に叩きつけられた時には、泉の足は宙に浮いていた。
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　廊下でシャツを脱がされ、リビング前のドアで、スカートを。ドアを開けたところで、ブラジャーを。そして、寝室に入る直前に、ショーツを脱がされた。丸裸のままベッドに体を沈めた時には、情欲を隠そうとしない美晴が上にいた。

「美晴」

　泉が名を呼ぶと、すぐに唇が重ねられた。もう、数えきれないほどキスをしているが、想いが通じ合った後のキスは今までと全く違う。身も心も、蕩けてしまいそうなほど気持ちがいい。鼻で呼吸をすると分かっていても、そのことを考えることすら惜しいとキスに夢中になってしまう。そんな泉を分かっているのか、美晴が絶妙なタイミングで唇を離す。そのあとすぐに呼吸をすることを思い出す。息苦しさが去ったところで、またキス。そのたび、優しく細められた目を見られるのはひどく心地が良かった。

（独占欲って言うのかな）

　想いを通じ合わせると好きが溢れて仕方がない。手が、肌が、唇、髪の先まで全てで美晴が好きだと叫んでいる。

　キスに夢中になっていると、不埒な手が泉の体を這う。昨晩散々弄られて、快楽を教え込まれた体はすぐに反応してしまう。大きな手が胸の上をすべる。泉が一番好きな先端を避けて、かたどるように。抗議するように体をくねらせるとふさがれていた唇が自由になる。

　今日の自分は幾分大胆になっている。少しくらいわがままを言っても許されるのではないか。

「やだ、いじわるしないで」

　素直に愛撫を望む自分に少しだけ驚く。そしてそれは美晴も同じだったようだ。しかし、美晴はすぐにその期待に応えてくれた。

「ああ、優しくする。望むままに」

　避けられていた乳首に指が這う。滑らかなタッチは一瞬にして感度を高めた。じんわりと高められる快楽に、泉は隠すことなく声を上げる。

「ん、あぁ……っ」

　まるで楽器のように美晴に奏でられている。形を変えるように乳房を揉みしだかれ、そして、先端を摘ままれる。絶え間ない喘ぎの間に、落ちてくる幸せなキス。美晴の唇が離れていくと、肉厚な舌が赤くしこった先端をとらえた。ちゅる、ちゅる、と唾液を絡ませられると、刺激が全身をめぐる。

「ん、は、はぁ……」

　あまりの気持ちよさに、ため息のような喘ぎが絶え間なく漏れ出る。昨晩の記憶の快楽と今の快楽が交わり、溢れる蜜となって溢れ出す。胸の愛撫をそのままに、美晴の手が泉の内ももを撫で上げる。

「っ」

　びくりと体を震わせると、美晴の手が止まった。快楽と心地よさを味わっていたが故の反応だったが、相手はそう捉えなかったようだ。そして、少し不安そうに泉をのぞき込んできた。嫌がっているように思ったのか。泉はそれを否定するように手を伸ばす。

「泉……」

　労わるような優しい声。その声に甘えるように体を摺り寄せる。

　丸裸な泉と違って、美晴は服を着たままだった。「これ、やだ」と、無機質な布を引くと、泉の気持ちをすぐに汲み取ってくれた。シャツの袖のボタンを外す動作一つが洗練されており、美しい。しかし今はそれが少しだけもどかしい。ゆっくりと手を伸ばして、胸元のボタンに手をかける。すると、いつも自分が着けているボタンとは逆向きなことに気づいた。驚きを隠せずにいると、頭上で美晴のくぐもった笑い声が聞こえてきた。

「知らなかった？」

「……うん。昨日は見る余裕もなかったし……」

「俺も昨日泉の服を脱がせて初めて知ったよ」

　一つ、二つとボタンを外していくと、均整の取れた体があらわになる。昨晩散々見ていたはずだが、初めて見た時のように、胸が高鳴る。

「これからは、俺で知って。知らないことは全部」

「なにそれ……まだ知らないこと、ある？」

「あるさ。例えば……」

　へその下をきゅ、と押される。その刺激だけで、秘部からとろりと蜜が流れた。

「ここの感触を知る男は、俺だけでいいから」

　意味が分からない。しかし、美晴はなおも下腹部への刺激を続ける。

「分からない？」

　素直に頷く。すると、耳元で、そっと答えをささやかれる。ダイレクトな言葉に、泉は顔を赤くし、言葉を失った。

「顔、真っ赤」

「っ、うる、さい」

「ちゃんと、覚えてろよ。俺だけだからな」

　教え込むように、また耳元でささやかれる。泉は何度も頷くと、いいこだと言わんばかりに頭を撫でられた。そんな風に言葉に囚われていると、美晴がゆっくり泉の足を開いて体を寄せてきた。そしてすっかりうるんだ蜜壺に、太くそそり立った陰茎を擦られる。

「今すぐにでも、押し入りたいけど、それはまた」

「っ」

　数度入り口を刺激され、泉は先ほど言われた言葉を思い出す。

　――隔たりのない互いの感触。一番奥に俺の種を植え付けること。

　甘い声で蘇る誘惑に、泉の奥がじくじくとうずく。口約束でしかないが、まるで将来を見据えたような言葉に、またもや浮かび上がる独占欲。自分ばかりが彼の言動に振り回されていると少しだけ意趣返しをしたくなった。

　薄い隔たりを装着した美晴が、泉のナカに押し入ろうとする時、泉は美晴を引き寄せ、耳元でささやく。

「美晴も、私で知って。知らないことは、全部」

　全く同じ言葉で返すと、美晴が目を丸くする。意趣返し、成功と泉はくすくすと笑みをこぼす。

「……言ったな」

「言ったよ。返事は？　ダメ？」

「ダメなわけ、ないだろ？」

　ぎゅうっときつく抱きしめられ、キスの雨が降ってくる。昨晩残された痕に上書きするように濃い赤があちこちに咲き乱れる。決して優しくない雨は、泉の独占欲を満たしてくれる。

「煽った責任、取ってくれよ？」

「ふふ、私、ちゃんと誘惑できてた？」

「十分すぎる」

　おしゃべりで中断していた行為が再開される。美晴の首に腕を回す。それを合図に、ゆっくりとナカを広げられる。昨晩のような痛みはなく、蜜が潤滑油となり、すんなりと美晴を受け入れた。

「っ、あぁ……」

　漏れ出る喘ぎ声は、高く甘い。あるのはただ、気持ちいいという感覚だった。美晴が触れる場所全てが、性感帯になったかのように泉を快楽の渦へいざなう。

　赤くしこった乳首は、触ってほしいとばかりに主張している。それに加えて、一晩かけて快感を教え込まれた陰核にも蜜が纏う。美晴の腰が押し付けられるたびに、甘い刺激を全身にめぐらせた。そうした泉の変化を美晴に目ざとく見つけられてしまう。

「っ、わたし、ばっかり」

　喘ぎに抗議を混ぜると、美晴は腰の動きを少しだけ早くした。

「そんなことない」

　そう言って、ぷくりと膨れた乳首を軽くひねられる。

「っ、あ！」

　高い声に混じって、美晴の小さなうめき声か聞こえてきた。

「泉が感じるたびに、こうして……俺を締め付ける」

　少しかすれた余裕のなさそうな声。何かに耐えるような声は、とてもセクシーだった。泉はその表情と声にどきりと胸を高鳴らせる。

（美晴も私で気持ちいいって思ってくれているってこと？）

　少しくすぐったいような、恥ずかしいような、嬉しいような。胸の奥がうずき、説明しようのない感情が芽生える。

「泉のナカは、気持ちいいよ」

　美晴が軽いキスを落としながらそうささやいていく。また顔に出ていた？　と聞こうとしたが、薄い笑みを浮かべた顔を見ればイエスだということがすぐに分かってしまう。

「私も、きもち、いい」

　やんわりとした刺激に翻弄される。少し物足りなさを感じると、奥を突かれる。

　叫びに近い喘ぎとため息交じりの声が混同し始めたところで、美晴の動きに遠慮がなくなった。両足を持ち上げられ、体重をかけられるように、奥を突かれる。

「っ、う、ぁっ」

　初めての刺激と、少しの息苦しさ。今まで手加減されていたのだと身をもって知る。しかし、

　快楽を知った体は、それだけでは物足りないと、はしたなく蜜を垂らした。腹の奥底は、もっと刺激が欲しいとうずいている。

「泉」

「っ、あ、よし、は……っ、そこ、だ、め！」

　ダメ、なんて嘘だ。自分は嘘つきだ。ダメと言えばもっと奥に刺激をくれると泉はもう知ってしまった。しかし、手の甲に口を当て、罪悪感からか美晴から目を逸らす。正直に言えば、車内から蜜が漏れ出ていたと自覚している。傘の張った先端で奥を、そして、入り口を。単調な動きのようで、しっかりと泉の感じる部分を刺激してくる。揺れる乳房を大きな手がつかむと、動きに逆らうように形を変える。

「ダメじゃないだろ？」

　拙い嘘はすぐに見抜かれてしまう。ぐ、ともう無理だと思うところまで美晴が侵入してくる。

「っ～！」

　声にならない絶頂。その刺激で、ごぷりと蜜が溢れだした。

「は、すげえ絶景」

　必死に美晴にしがみつくも、腕の力が入らない。手が離れそうになった時、「ダメだ」と耳元でささやかれる。

「離れるな」

　その言葉で現実に戻される。荒い息を整える暇もなく、抽迭が再開された。

「っ、はあ……泉」

　かすれた声は余裕がなさそうだ。大きな手によってなおも乳房の形を変えられる。快楽におぼれつつもその動向を追っていると、動きがぴたりと止んだ。

「っ、なん、で」

「俺がどんな想いでいたかしっかり分かってもらわないと」

　美しい顔が目の前に突き出された。その瞳は自分だけを見ていて、ぎらぎらとしている。泉の知らない底知れぬ感情は、怒りのようで、どこか違う。その正体も分からぬまま、泉は快楽の渦に引き込まれた。

「高価なものなど贈る機会はこれから山のようにある」

「価値がないなんて思わないように」

「俺だけを、見ろ」

「忘れるな」

　言葉の最後に「決して」と諭すように加えながら美晴が語り掛けてくる。かすれて音にならないこともあったが、甘い束縛が泉の心を震わせる。これが、幸せということだろうか。体に教え込まれた快楽は血の流れとともに全身をめぐり、泉を支配する。そして、追い打ちをかけるような美晴の言葉。動かない手がもどかしい。みっともなく声を上げ、快楽の感触を全身で受け止める。心も体もすっかり溶け切り、後ろめたさすら感じるほどだった。

「よしは、る」

　縋る声はひどくか細いものだった。中心が繋がっていても、美晴が遠い。力が入らないせいか、うまく温かくて優しい体に抱き着けない。さみしいよ、と唇を動かすと、美晴が何かに気づいたように目を見開いた。

「……いずみ、」

「……っ、よしはる」

　大きな体に抱きしめられる。ぴったりと肌が密着し、心地よい。泉は頬を摺り寄せ、さらに距離を縮める。泉が思っているよりも、自分を思ってくれているのかもしれない。そんな考えにたどり着くと、目の前の男性への愛しさがとめどなく溢れた。

「好き」

「美晴が、好き。大好き」

「ずっと、会いたかった」

　淡い初恋で終わるはずだったが、今その人が自分を愛してくれている。昨晩の絶望とは違い、心は幸福で満たされている。欲を言えば、抱きしめたい。そんな願いを込めて名を呼ぶ。

「俺も、ずっと会いたかった」

「っ、あぁ……」

　声と意識が絶え絶えになりながらもしっかりと体に抱き着く。視界の端に楽しそうに口元を緩めた美晴が見えた。。

「泉、いずみ」

「ん、んぅ！　よしは、る！」

「いい眺め」

　揺れる乳房をわしづかみされ、舌で先端を転がされる。あちこちから感じる刺激に、泉は再度あっけなく達した。

「ちゃんと責任取らせて。一生、俺だけ」

　まるでプロポーズのような言葉だった。ベッドの上での言葉は信用してはならないと誰かが言っていたような気がするが、今はそんなことはどうでもよかった。拙い約束に、泉は何度も首を縦に振る。そして、さらに激しくなった動きに身を任せるように再度絶頂を迎えた。
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「ねえ、美晴」

「なに？」

　言うことの聞かない体を叱咤し、話を切り出す。ずっと泉の髪を撫でていた美晴だったが、声をかけたことで動きが止まる。

「やめちゃうの？」

「やめないけど。何？」

　改めて自分たちの関係を聞くのはどこか気恥ずかしい。それに、また疑っているのかと怒られそうな気もして、中々言葉が出てこない。あの、その、と口ごもっていると、頭上でため息が聞こえた。

「ちゃんと、考えているから」

「……考えてる？」

「泉とのこれからのこと。彼氏として」

　その一言に、泉は目を丸くする。

「当たりだろ」

　疑問形でなく、確信を持った言い方に、泉はまたや顔に出ていたのかと慌てる。そのまま美晴の胸の中に顔を埋めて、ずるい、と呟いた。

「泉は、分かりやすいけど……」

「けど？」

「肝心なところで手をすり抜けていくっていう感じかな……」

　なにそれ、と思わず笑みがこぼれる。すると、一瞬だけ寂しそうに美晴が目を細めた。あれ？　と思う暇もなく、またぎゅっと抱きしめられた。肌を通して感じる心音にうっとりと聞き入っていると、あることを思い出した。

「ね、美晴。あのね、彼女としてのお願いなんだけど」

「……なんだよ」

　彼女、を前面に押し出して、ずうずうしいと自覚しつつも、どうしても聞き入れてほしいことがあった。

「あのね……」

　内緒話をするように、こそこそと耳元で願望を口にする。全てを言い切った後、とっても嫌そうな顔を見せるが、どうしてそう思ったのかを伝えると、しぶしぶ了承してくれた。

　安堵のため息をつき、もう一度身を寄せようとした時だった。視界が反転し、いっぱいに広がる天井と美晴。

「……あれ？」

「なら、俺の願い事も叶えてよ。ちゃんと付き合ってくれるんだよな？　こ・れ・か・ら・」

「え、ええ……？」

　眠れない夜がまた始める。
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　美晴とは順調に月日を重ねている。あの日、泉が願ったことは、『二人の付き合いは秘密にしたい』だった。部内で女子社員から羨望の目を向けられる美晴と付き合っているなんてことがばれたら今後の仕事がやりにくい。せめてシューズ開発が終わってから公表したいと頼み込むと嫌そうな顔をされたのも記憶に新しい。何かにかこつけて公表したがる美晴を何度も窘めた。その分週末はいつも美晴の家に連れ込まれた。激しく抱かれ、土曜は一日起き上がれない日が続いていた。

（マジ、あの人ほんとに体力お化け……）

　痛む腰をさすりながら出社するのにも慣れた。もちろん、渡辺にはすぐにばれてしまい、何かにつけて追及を受けた。

「先輩、今日こそは吐いてもらいますよ！　一から十までぜ～～～～んぶ話してもらいますから」

「ダメダメダメ！　話すことなんて何にもないんだから！」

　会議用の大判ファイルを片手に、そしてもう片手には渡辺の追及。片方を振り払うように踏ん張る泉に、渡辺は今日こそはと執念を見せる。もう数週間にも及ぶ攻防戦は必ず二人きりの時に繰り広げられた。そこに渡辺の気遣いと優しさを感じる。欲を言えばそろそろやめてほしいというのが本音だ。

「はい！　もうここまで！」

「ちぇ～。分かりました～」

「全く、しつこいんだから……」

「すみませんでした」

　ぶつぶつと聞こえるように文句を言うと、渡辺は思いのほか素直に謝ってくる。毎度毎度このような態度で、今一つ憎みきれない。しかし謝りながらも掴んだ手は未だに離れない。

　思わず全て話してしまおうかと思いもしたが、自分が言い出したことだ。今ここで泉の判断で勝手に話してしまうことは自分にも美晴にも誠実でない。

（プロジェクトがうまくいったら必ず話すから！）

　そんな考えの元今日も泉は渡辺の追及から逃れる。

「私今日、午後休み取ってるの。ほら。もう行かなきゃなんだから放して。その心意気をもう少し仕事に生かして！」

「ずるい！　そんなこと言われたら何も言えないですよ」

　ようやく腕を離してもらい、今日も逃れられたとほっと胸を撫で下ろす。資料ファイルを倉庫に戻して今日の泉の業務は終了だ。棚にファイルを戻した後、昨年度発売したシューズの素材で調べたいことがあったのを思い出す。該当の棚に移動し、目当てのものを取り出す。早くパソコンで一括管理してもらえたらいいのにと思いながら重たいファイルを開いた。ぱらぱらとめくると、まだ立ち去らない渡辺に声をかけられた。

「そういえば、先輩って半年に一回位午後休暇を取りますよね？　どこか行ってるんですか？」

　本当によく人のことを見ている。観察眼に驚きつつも、泉は平静を装う。

「病院」

「え！」

「定期受診ってやつ。まあ、何ともないんだけどね」

「重い病気とかですか？」

　渡辺の問いに泉は昔のことを思い出す。突き付けられた現実。そして、選手生命を絶たれた宣告。

「……私・に・と・っ・て・は重い病気だったよ」

　話は終わりとばかりに音を立てて、ファイルを閉じる。目を丸くしている渡辺にファイルを手渡して泉は倉庫を後にする。

　後ろから渡辺の声が聞こえてきたが、もう泉は振り向かなかった。過去の後悔を知られたくない。そんな思いが心の中を占めていた。
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「血液検査の結果は、ぎりぎり正常値というところでしょうか。生理が始まる前なので何とも言えませんが、めまい、だるさなどの症状はありますか？」

「いえ。今のところは」

「あまり激しい運動はお勧めしませんよ」

「分かっています」

　いつも通りの医師との会話。泉は慣れたように返答する。激しい運動は勧めない。そんなことはもう分かっていた。選手を引退した自分は、ランニングシューズからハイヒールに履き替えた。このやりとりを何度も繰り返して、最後にはいつも同じことを言われる。

「では……次の受診は……」

「はい。分かりました」

　お決まりの返事をした後で、泉は診察室を後にした。

　長距離ランナーだった泉を引退に追いやった原因は、『貧血』だった。もともとの値が低いせいもあったが、長距離を走ることによる酸素の供給が人より多く必要になったこと。そして、足底に負荷をかけることで発生する赤血球の破壊。それによる溶血性の貧血が大学生の時に発覚した。入学時のメディカルチェックでは問題なかった。しかし、大学二年の時に、血液検査にてありえない数値を叩きだした。鉄剤の服用などの治療を開始したが、副作用がひどく、体調不良が続いた。結局数値の改善は見られず、コーチからも諦めるように勧められ、泉は選手を引退した。当時に監督の計らいもあり、部活のサポートメンバーとして残ることで大学在学を許されたが、陸上一筋で生きてきた泉にとって残りの学生生活は全く色のないものになった。

　会計を待つ間、変わってしまった自分の体をじっと見つめる。日に焼けた肌はいつしか白くなり、今では血管が透けて見えるほどになった。体重制限とまではいかないが、絞っていた体にも肉がついた。健康のためには今のほうがいいのかもしれないが、今でも受け入れがたい思いがあるのは確かだ。

　続けられなかった陸上。高校時代の淡い思い出と約束に縋るように、泉は陸上競技に力を入れているＹＯＮＥＺＵＫＡスポーツに就職した。狭き門だったが、皮肉にも引退理由や自分の病気による存在価値をアピールすることでその門を通り抜けることができた。

（まさか、再会すると思わなかったけどね）

　就職して、数年。忙しさに翻弄され、陸上への熱をやっと忘れられそうになった時に美晴と再会した。思い出に縋り、支えにしていた泉にとって美晴との再会は青天の霹靂に近い。運よく付き合うことになったが、嬉しい反面後ろめたさを抱えていた。しかし、互いに肌を寄せ、想いが通じ合った後に離れるという選択肢はさらさらなかった。

（聞いて来ないのよね……）

　美晴は泉が陸上を止めた理由を聞いてこない。もちろん責めもしない。ありがたく思いつつも、泉の中でどこか燻ったものが残っている。完全に美晴に甘えてしまっている。相手はＹＯＮＥＺＵＫＡの関係者だ。陸上を続けて日本有数の選手になっていた自分ならまだしも、今はただの一般人だ。いつまでもこの付き合いが続くわけがない。そう思っていた泉はきっといつか来るであろう別れを受け入れなければならない。

「……そんなの」

　できるのだろうか。底知れない劣等感という闇に囚われそうになった時、名前を呼ばれる。一気に現実に戻された泉は、慌てて会計に向かう。どうやら数度名前を呼ばれていたらしい。すみませんと謝罪すると、会計事務は顔色一つ変えずに大丈夫ですと口にした。指定された金額を渡し、診察券と保険証、領収書を受け取る。

「次回の予約券になります。お大事にどうぞ」

　最後にまだ続く受診の証である予約券を受け取ると、無意識のうちにため息が出た。半年後の日付が書かれたそれを無くさないようにとスマートフォンの手帳ケースにしまおうとバッグの中を覗いた時だった。病院の待合室に似合わないスマートフォンの音が鳴り響く。

「っわ！」

　慌ててバッグの中を漁る。こういう時に限ってすぐに見つからない。急かすように鳴り続ける着信音を頼りに、泉は中身をひっくり返す勢いで目当てのものを探す。やっと見つかったスマートフォンは未だに音を発し続けている。仕事の電話かもしれないと思い、ケースを開いて画面を確認する。すると、そこには思いもよらない名前が表示されていた。

　ここで出るわけにはいかないと、忘れ物がないかを確認する。予約券は後でしまおうと思い、泉は慌てて病院の外に飛び出した。

「も、もしもし」

　数分待たせた電話口の相手を想う。上ずった声になってしまったが、スピーカーの向こう側の声はひどく不機嫌だった。

「……遅い」

「そんなこと言ったって……」

　自分の居場所を伝えることもできず、泉は言葉を濁した。電話の相手は今しがた頭の中に浮かんでいた美晴だった。大きなため息が聞こえてきて、思わずスマートフォンを耳から離す。まさに今病院帰りということもあり、どことなく後ろめたさを感じるからだ。

「今どこ？」

「今？　今は……虎ノ門のあたりだけど……」

　病院名を伝えるのははばかられ、すぐ近くの駅名を伝えるに留まる。会社からは離れており、見つかる心配もないだろうと思っていた。

「そう。今日午後休取ってたけど、何か予定でも？」

「あ～……ちょっと個人的な用事」

　鋭い指摘に、またも言葉を濁す。やましいことをしているわけでもないが、やはり改まって伝えるのは難しい。しかし、追及はあっさりと終わった。いつもならしつこく聞いてくるのに、なんて思いもしたが、ほっとしたのも事実だ。

「迎えに行く」

「え？　仕事は？」

「俺も午後休。たまにはいいだろう？」

「……ほんとに？」

「ああ。都合でも悪い？」

　全然！　と大きな声が出てしまう。先ほどの悩みを忘れて目先の嬉しさにすぐに飛びつく。今までの憂鬱な気持ちが嘘のようにパッと晴れる。美晴の言葉を待たずに、泉はどこで待ち合わせ？　今どこにいる？　と、まくし立ててしまった。

「っ……ふ」

「美晴？」

　急に無言になり、次に聞こえてきたのは笑い声。先ほどまで少しとげとげしかった雰囲気が一気に和らいだ。

「……はあ、色々勘ぐって馬鹿みたいだ」

「え？　私？」

「違う違う。俺の話。まあいいや。車で行くから、駅で待ってて」

「分かった！　どこか行くの？」

「そうだな……すぐ側に電波塔の展望台とショッピングモールが一緒になったところがあるだろう？」

「いいね！　期間限定パンケーキ！」

　社に置いてあるフリーペーパーに話題の店として載っていたカフェがショッピングモール内にあることを思い出す。行きたいと思っていたところだったため思わず飛びついた。電話口の美晴は、笑い声を隠そうともしない。

「分かった。予約しておく」

「わ！　嬉しい！」

「……ん、じゃあすぐ行くから。待ってろよ」

　弾んだ声をそのままに、泉は通話を切る。気持ちの急浮上に、胸がときめく。いつもベッドの上で過ごすことが多く、待ち合わせからのデートは初めてだ。スマートフォンを握り締め、はやる気持ちを抑える。十五分程度で着くと言っていたため、ゆっくり歩けばちょうどいいだろう。そう思って泉は駅へと足を進める。

　数分ほど歩くと、スタートピストルの音が遠くから聞こえてくる。聞き覚えしかない音に、泉の足は自然と音の方向に向かう。通い慣れた道は泉をすぐに過去に戻してくれた。かかりつけの総合病院のすぐ側には、泉の母校があった。

「もう一本行くぞ！」

「はい！」

　一周四百メートルのトラック。未来ある選手たちが前を向いてまっすぐ走っている。短距離、長距離。トラックの中では、円盤投げや高跳びの練習もしている。全てが懐かしく、輝かしい過去だ。フェンス越しの世界に、泉は胸を高鳴らせる。泉が得意とした一万メートルは、トラックを周回する競技だ。同じ景色が続き、ずっとずっと苦しい。けれども、最後の一周を知らせる鐘が聞こえると、不思議と体が軽くなる。誰の背中も追いかけず、自分が一番先にゴールする瞬間はいつだって優越感と多幸感でいっぱいだった。

　けれどもそれは全て過去の話。引退する原因となった病の定期健診に来たせいだろか。自分の中に残る捨てきれない夢と、美晴への後ろめたさを可視化しているような光景。

「……いいなあ」

　タイムが縮んだのだろうか。ストップウォッチを見ながら喜ぶ選手が目に入る。素直にうらやましい。母校で頑張る後輩たちを応援したいという気持ちもありつつ、今出た一言が泉の全てのような気がしてならない。身を乗り出して、フェンスにつかまる。強く握ったせいか、ぎしり、と金属の擦れる音が響いた。

（私だって）

　前を向いて走り、夢を追いかけていたあの日。病に陥る直前に出した自己新記録。忘れていたはずの後悔が蘇る。

「そんなに握ると、指が痛む」

「っ！」

　フェンスに食い込んでいた手に、温かい手が重なった。聞き覚えのある声と、知っている温もり。見つかってしまったという思いが先行した。

「っ、美晴」

「待ち合わせ場所に来ないから。心配した」

「……ごめんなさい」

　どれほど時間が経過していたのだろう。しかし、美晴の様子を見ると、かなり経っていたのかもしれない。待ち合わせ場所に来なかったら誰でも心配するだろうと素直に謝罪を口にする。

「いいよ。未だに陸上には勝てないんだなって思い出しただけ」

「……そんなこと！」

　フェンスががしゃりと音を立てる。振り返ると心配を浮かべた瞳と視線がかち合った。今自分はどんな顔をしているだろうか。先ほどまでデートと浮かれていたのに、今は罪悪感しかない。まっすぐに自分だけを見下ろす美晴から、いたたまれず視線を逸らす。

「責める気なんてない」

「……っ」

「悪いが、全部知っているからな」

「……え？」

　全部とはどういうことだろうか。思った疑問を口にする前に、美晴が答えをくれた。

「貧血が原因で引退したこと。少しでも陸上に関わる仕事がしたいとこの会社に就職したこと。その辺はほとんど知ってる」

「っ、なん、で」

　当たり前だろう？　と胸を張る姿は堂々としすぎて、逆に何も言えなくなってしまう。泉は美晴に話していない。想像の域を超えないが、何かしらの情報源があったのだろう。

「プロジェクトで名前を知ったなんて言ったが、本当は泉のことをずっと追いかけていた」

「……うそ」

「俺が嘘を言わないのは知っているだろう？　泉は違うのか？　俺だけがずっと想ってきたのか？」

　懇願するような問いに、泉は首を横に振る。淡い初恋を胸に、泉はずっと美晴だけを想っていた。泉のずるさも、弱さも知ったうえで側にいてくれている。その事実が、心に深く突き刺さる。それでも、恥ずかしさが勝り、顔を逸らしてしまう。

「私は……美晴が、好き。高校の時から、ずっと美晴だけが好き」

　顔を見られないが、口から思いが溢れ出る。面と向かって言えればよかったが、今の泉にはこれが精いっぱいだった。

「俺だって、ずっと泉だけを見てきた」

　重なった手を握られる。背後から体を寄せられて、吐息をすぐ側で感じた。耳元で続く、愛のささやき。外で、かつ公共の場所だと気づきつつも、止める術がない。自分の顔に熱が集まるのを自覚する。

「ねえ、泉。こっちを向いて。キスしたら、デートの続きをしよう」

「……私、きっと顔が真っ赤だよ」

　この期に及んで羞恥が勝る。握られている手にさらに力がこもった。自然と意識が唇に向き、キスを待っていた。

「……それなら、美晴が振り向かせてよ」

「そんなの、簡単だよ」

　泉の強気な態度をもろともせず、美晴の楽しそうな声が聞こえた。顎をつかまれそのまま後ろを向かされる。顔に影がかかり、ライムの香りを一層近くに感じた。ゆっくりと目をつぶり、唇を待つ。しかし、望んだものはいつまで経ってもやってこない。そろりと目を開けると、目を細めた美晴と視線がかち合った。

「な」

　何で、と口にしようとした瞬間、噛みつくような勢いで唇を重ねられる。驚きに目を丸くしていると、ぬるりと舌が侵入してくる。

（っ、ここ！　外！）

　顎をつかまれ、フェンスに体を押し付けられているせいで抵抗もできない。されるがままに口内を舌でまさぐられる。息継ぎもままならず、呼吸が乱れる。息苦しさを訴えるように声を漏らすが、止まる気配がない。羞恥と苦しさと浮かれる気持ちがごちゃまぜになり、じわりと涙が浮かぶ。浮かんだ涙が一筋の線を描いて流れ落ちようとした瞬間、やっと美晴が離れていった。

「っ、な、なにす」

「何って。キス。泉のキス待ち顔がかわいくて」

　互いの唾液で濡れた唇を赤い舌で舐められた。からかうような態度に、さすがの泉も拳を振り上げる。「もう！」と拳と声に怒りを乗せると、けらけらと楽しそうに美晴が笑う。しかも渾身の拳は届かず、空振りに終わる。

「よけないで！」

「いやだよ。痛そうだ。拳じゃなくて、こっち」

　そう口にして美晴が手を差し伸べてくる。その手を見た瞬間、先ほどまでの怒りが嘘のようにしぼんでいく。じろりと睨みつけながらも、泉は素直にその手を取る。

「そうそう。泉はかわいいなあ」

「ちょっと。バカにしてるでしょ？」

「そんなことないよ。毎日違う泉に気づくたびに楽しくて仕方がない」

　白い歯を見せ、キラキラ輝くような笑顔。すっかり怒りの消えた泉は、ただただその笑みに見惚れた。大人になって再会した、初恋の人。その人が目の前にいるのだと改めて実感する。繫いだ手を握り締め、泉は今の幸せを噛みしめる。この人が自分の恋人だと大きな声で叫びたい気持ちでいっぱいだった。

（そのためには、やっぱり）

　泉の中で今一度芽生える思い。美晴の隣に立てるように。自分が彼女だと胸を張れるように、今進行しているプロジェクトを必ず成功させたい。

「ね、美晴。シューズ作り、必ず成功させようね」

「……ああ。そうだな」

　繋いだ手を強く握り締められる。美晴の決意が伝わってきた。

「頑張ろうね」

　以前まで心の中で燻っていた黒いもやもやはもうすっかり消え失せた。今あるのは成功させたいという闘志だけだ。泉は視線を手に、そして美晴に戻すと、輝く笑顔に負けじと笑みを浮かべた。
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　暗がりの会議室Ｂ。前回のような逢瀬の場所としてではなく、本日は正しく使用されていた。プロジェクターから映された資料を解説とともに説明をしていく。

　茂木美咲のシューズ開発も佳境に入りつつある。国際的なスポーツ大会の開催までもうすぐ一年というところだ。

　現在は寄せられた身体データをもとに、試作品が出来上がったところだ。足底への負担を減らし、地面を蹴りだすためのサポートなど経験者である泉の意見も取り入れられた試作品だ。本人の希望を取り入れた、ライムグリーンのシューズ。試作品とはいえども、ほとんど完成に近い。透明のプラスチックケースにディスプレイされたシューズを参加者の前に差し出す。

　汚れや破損があってはいけないと最初に触れるのは茂木美咲本人だ。この会議が終了した時点で先方に渡す算段となっている。

　大きな質問等もなく、会議は無事終了した。泉は開発者の一人としてほっと胸を撫で下ろす。

「お疲れ」

「よし……与根塚課長。お疲れ様です」

　安堵していたせいか名前で呼んでしまいそうになる。慌てて言い直して美晴と向き合う。手袋を装着し、プラスチックケースを持ち上げようとした。

「これが完成したら、俺たちのこと公表するからな」

　慎重に、と集中していたところに耳元でささやかれる。持っていたケースを落としそうになった。「っちょっと！」と小声で注意し、軽く足を踏む。

「危ないでしょ」

「タイミング見てたから」

　それとこれは話が別だと口を尖らせると、くつくつと笑いを零しながらその場を離れていく。まったく、と口にしつつ、もう一度プラスチックケースに持ち上げる。真新しいシューズ独特のラバーの香り。自分も新しいシューズを卸す際、わくわくした気持ちになったのを思い出す。うらやましいと思いつつも、以前のような嫉妬は湧き出てこない。それよりも早くこのシューズを本人の元に届けたかった。

　胸に抱きしめたいのをぐっと堪えて、たった一つしかない専用の箱にしまう。

（どうか、うまくいきますように）

　自分の夢を重ねてしまっていたかもしれない。それでも、前を向いて走る選手の力になれたらと願いを込める。箱を大切に袋にしまい、名残惜しむように、手を離す。

「木村。行くぞ」

「はい！」

　はやる気持ちを抑えきれず、泉は前のめりで返事をした。






五章








　泉の母校である日本体育学院は、日本中の優秀なスポーツ選手が集まる大学だ。しかし、勉学にも力を入れており、一般入試で入学するにもある程度の学力を要する。文武両道を前面に押し出した学校だ。フェンス越しに見つめたことは何度もあったが、苦い思い出も多く足を踏み入れるのは卒業以来だ。茂木は卒業後に頭角を現したため、企業には所属していない。院に所属し、現在もこの大学のグラウンドを借りて練習をしている。そのため、大学時代と同じ指導を受けていた。

　数年ぶりのトラックは、昔と変わらない。よく整備され、選手にとっては最高の環境だ。そして、その中心に立つ背中には見覚えがあった。

「井い口ぐち監督」

　美晴が声をかける。振り返ったのは泉もお世話になった陸上部の総監督だった。

「ああ、与根塚さん。それに……木村か？」

「え、あ、は、はい」

　まさか自分のことを覚えているとは。泉の思ったことがそのまま顔に出ていたのだろう。井口は無精ひげを生やしたの顔をくしゃりと歪めて泉の頭を撫でる。

「俺はそんな薄情な男じゃないぞ。引退した後もチームのために頑張ってくれたし……惜しい選手だったからなあ」

　くしゃくしゃと髪を乱される。そういえば現役時代もこうしてよく慰められたのを思い出す。泉が現役時代の時に二十台後半の若いコーチとして就任してきたのが井口だった。年代も近く、選手の気持ちをよく汲んでくれた素晴らしい指導者だった。無精ひげで貫禄があるように見えるが、決して年老いて見えない。

　変わらない井口に、まるで現役時代に戻ったような気持ちになった。悲しい思い出ばかりかと思い込んでいたが、そうでもなかったようだ。心配を口にしてくれる井口に泉の口元が自然とほころぶ。

　大学を卒業してからめっきり足が遠のいていたが、こんなにも自分を気にかけてくれていたのであれば顔を出してもよかったのかと今更ながら思う。奇しくも今後、大学に足を運ぶことが増える。それを機会に井口ともう少し交流できたらと泉は一人考える。

「ありがとうございます……監督も、お元気そうで」

「おう。見た感じ元気そうだな。何よりだ」

　久しぶりの再会は感動の再会とまでいかなかったが、泉の心の燻りがまた少しだけ軽くなる。

「すみません、お話をいいですか？」

　ほのぼのとした雰囲気の中に、固い声の美晴が割り込んでくる。いつものような愛想のかけらもない態度に、泉は「ちょっと」と窘める。しかし、美晴は見せつけるように泉の腰を引く。仕事とは思えない距離感に驚き言葉を失う。睨むように仰ぐと、美晴の視線はまっすぐ井口に向かっている。何か挑むような視線に疑問を抱いた。

「ああ、すみません。茂木のシューズの件ですか？」

　一瞬井口はひどく驚いたような表情を見せた。しかしそれは一瞬で、井口はひげを撫でながら「そうか、そうか……困ったな……」と何度も呟いている。その態度が気になり、声をかけようとしたが美晴に遮られる。

「ええ。完成したので一度フィッティングを」

「約束していましたからね。おーーい！　茂木！」

　井口が声をかけた先に視線が集まる。スタートピストルの音。駆け抜ける足音。そして、ゴールした後の爽快感。過去の記憶が一気に蘇る。視線の先には、過去の自分がいる。日に焼けた肌に汗を浮かべ、一心不乱にこちらに向かって走る姿が、ひたすらにまっすぐでまぶしい。

「与根塚さん！」

　短い髪と練習用ユニフォームだが、茂木は誰もがはっとするような美しい女性だった。細さが目立つ体だが、自信と生命力が溢れ出ている。一瞬見惚れてしまったが、茂木の呼んだ名前で現実に戻される。

「どうも。こんにちは」

「来てくれてありがとうございます！　今、私タイムがすごい伸びてるんです。これで与根塚さんのシューズがあればもっと伸びる気がします」

「そうですか。それはよかったです」

　泉と井口を置いて、茂木はまっすぐに美晴だけを見ていた。その表情には見覚えがある。紅潮した頬。うるんだ瞳。しっかり上がった口角。誰が見てもすぐに分かってしまうだろう。

（恋をしている顔だ）

「大会の代表に内定しているんで！　与根塚さん、見に来てくださいね」

「はい。会社のものとぜひ」

　美晴はビジネスライクな態度を崩さない。しかし、泉の心の中にまた別のもやもやが生まれる。泉が美晴と約束をした『泉は走り、そのシューズを美晴が作る』そんな未来が相手を変えて今泉の目の前に広がっている。

　この光景は全くの想定外だった。シューズを持つ手が震える。美晴と自分は約束こそ守れなかったものの、心を結んだ。しかし、彼の夢を叶えてくれる女性が現れたらどうだろう。美晴の心も揺らぐのではないか。

（怖い）

　真っ先に浮かんだ感情は恐怖。しかし、この気持ちは悟られてはいけない。選手だった泉には分かる。国際的な大会が近づくにつれ、気持ちもナーバスになる。もちろん、精神的サポートとして、臨床心理士がつきカウンセリングを受けたりなどのメンタルケアもある。しかし、見ただけで分かってしまう恋い慕う気持ちは、最大の武器でもあるといえるだろう。今が一番大切な時だと泉は自分に言い聞かせた。それに、今は自分の気持ちを押し殺してでも、茂木の走りの力になれたらという思いが強い。シューズを胸に、会話が終わるのをじっと待つ。

「会社の人と？　個人的には見に来てくれないんですか？」

「もちろん、楽しみにしていますよ。茂木さんがよい記録を残してくれることをね」

　知らぬ間に組まれていた腕を、美晴がやんわりと解く。そうして泉のほうをちらりとみやると、無言で頷く。慌てて名刺を取り出し、茂木に差し出す。

「商品開発部門担当の木村泉です。今回はこのような機会をいただきありがとうございます」

「……きむら、いずみ」

　じっと名刺を見つめられる。声のトーンが変わったと思った瞬間、鋭い視線に射貫かれる。その力強さに泉はびくりと体を震わせた。

「もしかして、この大学を卒業した木村泉さんですか？」

「え……？」

「非公式ですけど、ここのトラックで日本記録を更新していますよね」

　泉は驚きに目を丸くする。茂木が口にしたのは選手の記録ノートの片隅に書かれた非公式の記録だ。当時のマネージャー、自分、そして監督であった井口しか知らないことだった。なぜそれをと思いつつも、「記録が破られていなければ」と泉は答えた。病が進行する直前、驚くほど調子のいい時があった。体が嘘のように軽く、足がぐんぐんと前に進み、飛んでいるのではと錯覚するほどだった。そんな日、泉は非公式ながら日本記録を更新した。これなら世界も目指せる！　と喜んだ時に襲われた体調不良。奥底に隠していた記憶が一気に蘇ってくる。

（もう、後悔はないはずなのに）

　自分は弱い。そう思うしかない。人の言葉一つでこうしてすぐにぐらついてしまう弱い精神。

「やっぱり……私ずっとその記録を目標にしているんです！」

　目を輝かせた茂木がずい、と詰め寄ってくる。その瞳はきらきらと輝いており、まぶしさを感じるほどだ。先ほど美晴に見せていた顔とは全く別の、尊敬を浮かべた表情。泉はたじろぎ、苦笑いを浮かべつつ、その場をやり過ごそうとした。

「でも、木村さんほどの人でも引退しちゃうんですね。私もそうならないように気を付けないと！」

「っ」

　悪気はないのかもしれない。けれども、泉も体調には十分気を付けていた。必要な栄養素はきちんと摂取し、体重が落ちすぎないようにもしていた。それでも病は泉をむしばんでいった。

（悔しい）

　そんな思いが浮かび上がってくる。弱い自分がどんどんと顔を出して、泉にこうささやく。

『あなたの好きな与根塚さんは私の恋人よ』と口にして、甘い恋心をへし折ってやったらどうかと。そんな弱い自分に負けそうになった時だった。

「憧れの選手に会えてよかったですね。では、シューズの試着を」

　未だに慣れないヒールで必死に踏ん張っていた体を誰かが支えてくれる。その熱には覚えがあった。そしてこの場で泉を支えてくれる人は一人しかいない。

（しっかりしろ。自分。成功させるって決めたでしょ）

　ぐっと顔を上げ、ゆっくり微笑む。あくまで仕事と泉は茂木にシューズを手渡す。喜びを隠そうとしない茂木はすぐさま袋の中に手を入れて箱を取り出した。

「わあ！　綺麗なライムグリーン！」

　嬉しそうにシューズを抱えくるくると回る姿は可憐な少女のようだ。シューズにキスをして、茂木は美晴に詰め寄った。

「私ね、与根塚さんからいつも爽やかなライムの香りがするからこの色にしたの。いつでも与根塚さんと一緒だよっていう証！」

「……それは、光栄ですね。もし一般販売をするようになったらライムグリーンを含めいろんな色を展開しましょう」

「もう！　私の言っている意味、分かってますか？」

「ここでは他に人がいますから控えましょう。さあ、履いてみてください」

　元気よく返事をした茂木がシューズを持ってベンチへ駆けていく。美晴もその後を追う。泉はしばらくその場から動けず、二人の背中を見送る形となった。

「……木村」

「あ、はい」

「見て分かると思うが、茂木は与根塚さんに恋をしている。アメリカ合宿の時に出会ったようでな。それ以来茂木の調子はうなぎのぼりなんだ。本来なら現を抜かすな！　と叱るところなんだが……」

「そうですか……」

　ここのところ爆発的に記録が伸びているのはそのせいかとぼんやりと思う。大体次の言葉は予想できた。

「……別れろ、とまでは言わないがあいつにもチャンスをあげてくれないか。与根塚さんが側にいてくれたらあいつの記録はもっと伸びる。だから……」

　井口が言いにくそうに口ごもる。口ではもっともなことを言っているが、別れてほしいと態度が物語っている。

「せめて、シューズが完成して、日本記録を破れるまで。少し距離を置くとかでもいいんだ。茂木に彼といる時間を作ってほしい」

　井口には恩がある。スポーツ推薦である泉が大学に残れたのは彼のおかげだ。サポートメンバーとしての活動を大学側に掛け合ってくれたのも井口だ。ぐっと拳を握り締め、考えをめぐらせる。その恩を今返す時だというのは分かっている。しかし、心は嫌だと悲鳴をあげていた。

　ずっと恋い慕っていたのは泉も同じだ。だからこそ、分かりましたと言えない。

「お前が大学に残れるように取り計らっただろう？」

「っ」

　口調はお願いするように装っているが、これは決定事項なのだ。恩をあだで返すのかと暗に言われているような気がした。井口の優しさに甘え、大学に残った自分に返ってきたツケだと思えばいいのだろうか。それにしてはあんまりではないかと絶望する。その瞬間、全ての感情が消え、目の前が瞬時に真っ暗になった。反論することもできず、小さく頷くことが精いっぱいだった。

「そうか！　悪いな！　よろしく頼むよ！」

　心底安心したように井口は手を振って二人の後を追う。泉はまたもや背中を見送る羽目になった。追いかけなければいけない。しかし、未来をまっすぐ進む人たちが集まる場所はまぶしくて泉には縁のない場所だった。

　それでも自分は大人になった。くじけて泣きはらした学生時代は終わった。震える足でゆっくりと前に進む。顔には笑顔を浮かべて。輝く未来を手にしようとしている選手を見守る脇役に徹するのみ。

「茂木さん、どうですか？」

「あ、木村さん。どうでしょう。軽く走ってもいいですか？」

「ええ。お願いします」

　しなやかな体が泉の目の前を通り過ぎる。あっという間にスピードに乗り、ぐんぐんと前に進んでいく。

「初めての靴だから！　あまり長く走るなよ！」

　井口の声に反応した茂木はすぐさまこちらに引き返してくる。その表情は満面の笑みだった。

「すごい！　私の癖が全部カバーされるような靴ですね！　蹴りだす時のサポートがとっても気持ちがいいです！」

　興奮した茂木が美晴に抱き着こうとばかりに近寄っている。しかし、美晴は一定の距離を保つように一歩後ずさる。その瞬間、茂木がほんの少しだけ悲しそうな表情を浮かべる。泉はそれを見逃さなかった。

「与根塚課長、よかったですね」

「……あ、ああ」

　未来ある選手をサポートするのは泉たちの仕事だ。それが自分の心を折ることになるかもしれないとしてもだ。二人が寄り添うように間に入る。それが今の泉にできることだ。茂木の曇った表情が少しでも晴れるようにと願いを込めて。

「茂木選手、記録を期待しています。何かあれば与根塚を通してお知らせください」

「っ、はい！」

　花が綻ぶような笑顔を見せた茂木に、泉は悲しさを押し殺すように微笑んだ。

「いず……木村、どういうことだ？」

「与根塚課長。茂木さんのサポート、お願いしますね」

　察しのいい美晴は泉の考えに気づいたようだ。許さない、と視線が語っている。泉は射貫かれるような視線に負けじともう一度微笑む。泉はこのプロジェクトを成功させるにはなんだってするつもりだった。

（ああ、ダメだ。考えられない）

　別れという言葉が泉の中にめぐる。そう結論を出すのが一番いいと分かっているが、一歩踏み出せない。あいまいな関係はよくないと思いつつも、勇気がでない。

「与根塚さん！　もう一度走るんで見ていてくださいね」

　まぶしい笑顔が美晴に向けられる。日の当たる場所を走る茂木は誰の目からも美しく見える。

「……ほら、呼んでいるよ」

　自分で決断できない弱さを押し殺すように美晴の背中を押した。

「……あとでゆっくり話を聞かせてもらうからな」

　その声に、泉は何も返さない。早くいけとばかりに腕に力を込める。輝かしい未来が待っている人たちの場所に自分は不要だ。そんな後ろ向きな考えだけが今の泉を占めていた。
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「どういうことだ。なんで俺と茂木美咲を近づけようとした」

　表情にすさまじい怒りを乗せた美晴が、低い声で問う。泉はしばらく黙った後でゆっくりと言葉を紡ぐ。自分の思い、感じた悔しさ。そしてメンタルの安定の大切さ。今、茂木にはきっと美晴の存在が必要なのだろうということも口にした。井口から頼まれたということは伏せ、あくまで自分でそう思ったことにする。我ながら馬鹿げたことを口にしていると思った。しかし、未来ある選手のために何かできるならと必死に考えた結果だった。

「……それは俺が茂木美咲に恋をしろと言っているのと同等だ」

「っ、そんな、つもりは」

「……俺にはそう聞こえた。お前は……泉はそれでいいのか？」

　美晴の声は懇願にも近い。泉はその願いに応えたかった。しかし、頭の中で引退を余儀なくされた自分の過去がちらつく。

「私たちは、今彼女のサポートを一番に考えるべきだと思うの」

　助手席からまっすぐ前を向いて、はっきりと口にする。隣から息を呑む音が聞こえた。何も言うことは無いと美晴の言葉を待つ。

「分かった」

　その言葉に、泉は体を震わせた。唇を噛みしめ、悲しさを堪える。泣く資格など、全くない。拳を膝の上で握り締め、俯く。

「……いいか、忘れているようだが」

　怒りを乗せた声が車内に響く。車が急旋回し、来た道を戻り始めた。急に変わった景色に、浮かんでいた涙が引っ込む。

「っ、どこへ」

「黙っていろ」

　そう言って美晴はハンドルについていた通話ボタンを押す。すると、無線で繋がれたスマートフォンが作動した。ナビ画面に表示される番号には見覚えがあった。

（会社の番号だ）

　数回の呼び出し音が車内のスピーカー越しに聞こえた後で、「はい。ＹＯＮＥＺＵＫＡスポーツ、商品開発部の渡辺です」と、まさかの渡辺が電話に出た。このタイミングで渡辺！　と泉は気をもむ。

「与根塚だ。同行していた木村の具合が悪くなった。これから病院に連れていくから俺たちはこのまま退社だ。そのような扱いにしておいてくれ」

　何を言っているのかと泉が反論するよりも前に口をふさがれる。

『え！　先輩、大丈夫なんですか？』

「ああ、おそらく貧血だろう。急ぎの案件はあるか？」

　美晴の問いに、電話の向こうで確認する声が聞こえてくる。美晴の行動が分からない泉は、お願い、何かあってと祈るような気持ちだった。

『特に何もないようです』

「そうか。面倒をかけると思うが、よろしく」

『承知しました。気を付けてお帰りください』

「何かあれば連絡を。運転中だから切る」

　渡辺の返答を待たず、美晴は通話を終了した。どういうことだと問い詰めようとする前に車がどこかの地下駐車場に入っていく。もちろん美晴の家ではない。流れるように駐車された車から降ろされ、訳も分からず手を引かれた。

「ちょ、よし……与根塚課長！」

　もう名前で呼べないと泉は言い直す。すると不機嫌そうな舌打ちが聞こえた。

「徹底しているな。嘘が下手なくせして」

「っ、離してください。もう、私たちは……」

　そこまで口にして、胸の奥から悲しみがこみ上げてくる。言葉が出てこず、自分のしたことへの後悔だけが喉の奥で燻っている。しかし、それを言葉にすることは許されない。自分が決めたことだからだ。うぬぼれかもしれないが、美晴の怒りは自分への愛ゆえなのではないか。そう思えば、自分の後悔など軽いものだ。

（……よしはる。美晴。美晴、美晴）

　名前を呼ぶことは許されない。それも泉の中で勝手に決めたことだ。心の中で何度も愛しい人の名前を呼ぶ。悲しくて苦しい気持ちだけが胸いっぱいに広がっていたが、不思議と涙は流れなかった。美晴と出会って、幸せも悲しみも苦しさも全て知ることができた。それを思い出に、これから生きていける。

（本当に、そうなの？）

　頭の奥底で誰かが語り掛けてくる。ビブスと、ショートパンツ、髪は短く、今よりも日に焼けた肌。高校生時代の泉だった。目を細め、責めるように泉を見つめてくる。

（後悔してるんでしょ）

　淡い初恋をずっとこじらせ、やっと思いが繋がったはずだった。大好きだった。今でも、愛していると言っても過言ではない。涙が溢れ出そうになる。昔は滅多なことで泣かなかったはずだったが、涙もろくなってしまった。それもこれも全て目の前の愛しい人のせいだ。責任を押し付けるような形になってしまった。また後悔が増え、泉は唇を噛みしめ涙を堪える。自分には涙を流す資格もない。

　がちゃりとドアが閉まる音で我に返る。辺りを見回すと、来たこともないような毒々しい色彩で飾られた家具や照明。窓もなく、しっかりと締め切られた部屋はそういうことをする部屋だと理解できた。

「泉は本当に思いもよらないことばかりする」

　一瞬の浮遊感の後で、背中に軽い衝撃が走る。いつもは戯れのようにベッドに投げ出されることがあったが、今日は違った。入ってすぐの壁に押し付けられた。片手で軽々と持ち上げられてしまっている。不安定な姿勢に、心も体もぐらつく。何かに縋るように手を伸ばしてしまった。しかし美晴の肩に触れそうになった瞬間、自分の立場を思い出す。手を勢いよく下げ、何の支えにもならない壁に手をつける。

「……っくそ！」

　吐き捨てるような強い悪態に、泉はびくりと体を震わせる。そのまま片方の足を勢いよく上げられた。今日に限ってスカートを履いていた。そのまま勢いよくたくし上げられる。ストッキングを着用していたが、足を上げたことで中央にわずかなゆるみが生じる。そこに手を添えられたと思ったら、引き裂くような音が響いた。

「っ、！　課長」

　ダメです、と続けようとした。しかし、ひどく傷ついたような歪んだ表情に言葉を奪われた。見ていられず、泉は顔を逸らす。すると、追いかけるように美晴の唇が迫ってくる。今の状況で説得力はないが、キスだけは、と泉はその唇をさらに避ける。しかし、力では敵わず、あっという間に追いつかれてしまった。

「ふ、」

　押さえつけるような力とは裏腹に、口づけはいつものように優しいものだった。滑らかな舌は、泉の反応を確かめるようにゆっくりと侵入してくる。拒否しなければと思いつつも、自分を大切にしてくれる美晴に心が蕩けそうになってしまう。

「いずみ……」

　キスの合間に名前を呼ばれる。その心地よさを知ってしまっていた泉はこのまま流されてしまおうという気持ちすら浮かんでくる。しかし、頭の中に井口の言葉が蘇る。

『お前が大学に残れるように取り計らっただろう？』

　そうだ。自分は、たくさんの人に助けられてここまできたのだ。だから、今度は自分が……本来の目的を思い出して、泉は顔を横に背ける。その際、柔らかい何かを噛んだ感触が口に広がった。

「……っ」

　しまったと思った時には遅かった。驚いたように目を開き、口の端から見える赤。いつも泉の肌に散らされていた赤とは違う、生々しい赤だった。

「……そうか。そういうことか」

　瞳に怒りを乗せ、美晴が血をぬぐう。謝ろうにも、あまりの美晴の怒りに泉は身動きが取れなかった。

「忘れているようだから、もう一度教えよう」

　破れたストッキングの隙間から手を差し込まれる。すぐにショーツで覆われた中心部分にたどり着いた。クロッチ部分から指が侵入してくると、自分でも分かるほど蜜が溢れていた。

「ここはこんなに素直なのにな」

　ぐじゅぐしゅ、と泉に聞かせるように水音が響く。謝罪できないまま、泉の口からは甘い声が漏れだす。口調に怒気が宿るものの、泉に触れる手は唇と同様ひどく優しかった。その優しさが泉の心をむしばむ。いっそ恨んでしまうほどぐちゃぐちゃにしてくれればいいのに、と自分勝手な思いばかりが浮かぶ。

（ごめんなさい。美晴、ごめんなさい）

　喘ぎ声しか出ない口とは別の思考で何度も謝罪する。美晴に作り替えられた体は、快楽を貪ろうと必死だった。すでに何度か軽く達しているが、美晴の責めは続いていた。腕を伸ばすことができず、いつものように縋れない。必死で壁をつかみ、爪先が壁に食い込む。不安定な姿勢では何の役にも立たない。そうしているうちに、金属の擦れる音が鼓膜を揺らす。

　なんだろうと思っているうちに、うるんだナカを引き裂くような衝撃が全身を駆けめぐる。スラックスの前だけを寛げ、どこから取り出したのか、小さなパッケージの封を口で開ける。こんな時にでも避妊を徹底している美晴に、惹かれてやまない。この瞬間、逃げ出してしまえばいいのに、自分はできないのだ。

（だって、やっぱり）

　好きだ。そう心の中で叫んだ瞬間、大きくそそり立った陰茎が泉の中に入り込んでいた。急な刺激に、喉がひきつる。そして声なく絶頂を迎えていると、ナカを思い切りかき混ぜられた。

「っ、ひぁあ」

　始まった抽迭に、堰を切ったように声が溢れ出る。ただいつもよりも熱を強く感じる。蜜があふれ出るのが止まらず、太ももを伝う。美晴は何も言葉を発しない。しかし、腰の動きは決して乱暴なものではない。

「優しく、しないで」

　嬌声とともに漏れ出た声は、皮肉に聞こえたかもしれない。泉へ優しさが注がれるたびに、美晴がさらに傷つくような気がしてならないからだ。

「おねがい、こんな私に、やさしくしないで」

　懇願するような音になってしまう。しかし、未だに美晴からはなにも返事がない。

「忘れているようだから、もう一度言う。俺が想い続ける人は今もただ一人だ。一生変わることはない」

　まっすぐに、泉だけを見つめる瞳には、決意が込められていた。その深い色の瞳に映る自分は、快楽だけを貪り、ぐらぐらと揺れる女。自分はこんなにもまっすぐな愛を受け取れる人間ではないのに。

「……きっと、きっと」

　下げていた腕をゆっくりと美晴に伸ばす。抱きしめはしない。頬にそっと手を寄せる。

「あなたにはもっと素敵な人が……」

　その続きは言わせてもらえなかった。さらに腰を押し進められ、喘ぎ声に隠された。

「言ってろ」

　最後まで優しい美晴に、泉は唇を噛み、涙を堪えた。数度の抽迭の後、奥に隔たり越しの温かさを感じた。

　互いの荒い息が部屋に響く。すでに立ち上がった美晴は身支度を整え始めていた。腰が抜け立ち上がれない泉はその様子をぼんやりと見つめる。こんな美晴を見られるのは最後だろうと目に焼き付けておきたかった。

「帰るぞ。お前は半休扱いだから家に送る」

「一人で、」

「アホ。こんなところに置いていけるか」

「……」

　確かに美晴の言うとおりだ。ラブホテルから一人で出てきた女などろくなものではない。自分に魅力があるとは言い難いが、明らかな情事をにおわせて帰るのも忍びない。しかし、別れを告げた相手に送らせるのも……ともんもんとしていると、目の前に美晴がかがんできた。

「……？」

「一人で帰るなんて言うな。それだけは許さないから」

「……分かりました。ありがとうございます」

　未だ立ち上がれない泉を、美晴は無言で整えてくれる。内ももに広がる蜜は自分が感じていた証拠だ。罪悪感に囚われながらも、最後であろう交わりに喜びすら感じる。隔たり越しに放たれた白濁がもし、ナカに直接注がれたなら。などという考えが浮かび、泉は首を横に振った。自分は今、命を冒涜する考えをしてしまった。

（今日はもう、めちゃくちゃな日だ……）

　半休という言葉に甘え、ゆっくり休もう。そう決めた泉はゆっくりと立ち上がる。そして、恋心はこの扉を出た瞬間に忘れるのだと決めて、ゆっくり前に進む。

「……行くぞ」

「はい」

　扉をくぐる瞬間、こみ上げてくる思いが溢れだしそうになった。しかし、また唇を噛んでやりすごす。

「……何度だって取り返してみせる」

　背後で聞こえた決意は聞こえないふりをした。
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「はい。ああ、茂木さんですか。シューズの件ですか？　はい……はい、はい」

　電話に出ながら出かける準備をする美晴を横目でみやる。一瞬目が合いそうになったが慌てて逸らす。

「分かりました。これから行きます」

　ホワイトボードに『日本体育学院。直帰もしくは、二十一時頃帰社』と書かれるのはここ最近の決まり文句だ。社運をかけたシューズ開発であるため、誰も何も言わない。もちろんシューズの微調整が必要なようだ。その都度サンプルを作成し、完成とともに足しげく試着のために練習場に向かう。美晴はそんな日々を繰り返していた。

　泉が同行したのは最初だけだ。それ以降は美晴一人で対応している。しかし、当課の課長である美晴の仕事はそれだけではない。茂木だけではなく、他選手の商品も担当している。いつ寝ているのだろうと思うほどに忙しく働いている姿はどこか鬼気迫るものがあった。

「もしもし、与根塚です。はい、はい……ああ、そういうことですか」

　電話が終わったと思ったら、また次の電話。本当に忙しそうだ。泉はいつものように背中を見送ることしかできなかった。

「……良き妻は、戦いに向かう戦士を黙って見送るんですかね～」

　美晴が消えたドアを見つめていると、背後から声をかけられた。もちろん、声の主は渡辺だ。

「またそんなふざけたこと言って。ほら、仕事して」

　泉の窘めをもろともせず、渡辺はなおも恨み節のようにぶつぶつ呟く。

「茂木美咲、ずいぶん課長にすり寄っているみたいですね……かなり噂になっていますよ……いいんですか……先輩……」

「いいも、何も」

　自分で決めたことだもの。そう心の中で呟く。心がざわめくが今は見ないふりしかできない。来月に迫ったシューズの商品発表会のプレゼンテーション資料と進行表を一心不乱に作成する。美晴と距離を置き始めて、もう数か月経った。激しく抱かれた後、気を失うように車内で眠ってしまった泉を部屋に置いて美晴は姿を消した。

　以前のように職場で迫ってくることもなくなり、仕事だけの付き合いに戻った。

（これで、よかったのよ）

　初恋は叶わないと誰が言ったのかは定かではない。けれども本当にそのジンクス通りになっただけだ。小さくため息をついてもう一度パソコン画面と向き合う。渡辺はなおもぐちぐち隣で恨み節を呟いている。

「こっちは働いているのに、毎日のように呼び出してさ～。課長の隈見ました？　なんか食事とかそっちのサポートまで課長がしてるって言いますよ～。そんなんありなんですかね」

「……選手のメンタルがそれで保たれるならいいんじゃないのかな」

「先輩ももしかしてそういう経験ありですか？」

「うん。同じ一万メートル。結構いいところまでいったんだよ」

　キャスター椅子の背もたれをぎしりと鳴らして渡辺がさらに近づいてくる。いつもなら軽くあしらって終わるが、今日はなぜか口がよく滑る。

「へえ！　じゃあメンタルの大切さを知ってるってことですね。先輩もああやって男を侍らせてたりしたんですか？」

「こら。そんな言い方やめなさい」

「……っ、でも」

「ダメ」

　渡辺が自分を思ってくれていることは十分伝わる。しかし、今の言葉はよくない。しっかりそれを伝えると、素直に謝罪してきた。

「ってことは……先輩だって分かってるんじゃないですか……」

「……ばれちゃった？」

　本当に今日はよく口が滑る日だ。ごまかすように首を傾げると、渡辺がきゅっと唇を噛んだ。後輩の優しさが身に染みる。茂木に頑張ってほしいという気持ちに嘘はない。しかし、陸上を諦めても、美晴が居なくてもここまで一人でやってきた自分。胸の奥でちりちりと焦げ付くような感情は、嫉妬だ。

「分かってるようですけど、あえて言わせてもらいます」

　泉はびくりと体を震わせる。沈黙が続き、パソコンのファンが回る音が二人の間に響く。

「男に頼らなきゃいけないようなメンタルは正常じゃないってことですよ」

「正常じゃない……」

　いつもふざけている（仕事はきちんとしているが）渡辺の口から出る正論にはっとさせられる。渡辺は当たり前だと言わんばかりに胸を張る。大きな胸がほよんと揺れ、心底うらやましいと不躾ながら視線がいってしまう。そんな泉の顔を小さな手が包む。何？　と思って目を合わせると思い切り頬をつねられた。

「いてててて！」

「もう一回言いますよ！　男に頼らなきゃいけないようなメンタルは正常じゃありません」

　満足したのか渡辺の手がパっと離れる。あまりの痛さに頬を押さえると、バッチリ化粧された顔がずずいと前に突き出された。

「聞いてました？」

「う、うん。聞いてた」

「そう！　同じアスリートなら分かるんじゃないですか？　あ、先輩は元、アスリートですけどね」

「元ってわざわざ言い直した……」

　気になるのはそこですか？　とけらけら渡辺が笑う。コロコロ変わる表情に泉は微笑ましく思う。

「もしかして元気づけてくれた？」

「もしかして、じゃなくてですよ。先輩ったら、課長が出ていくたびに置いて行かれた子犬みたいに悲しそうな顔してるんですから」

　そんなに顔に出ていただろうか。もしかして誰かに気づかれていたかと泉はまた頬をさする。すると、渡辺の吹き出す音が聞こえた。

「大丈夫ですよ。私しか知らないと思います」

「そっか」

　ほっと胸を撫で下ろすと、また顔に出ていると注意された。自分はそんなに分かりやすいのかと考えていると、それもまた言い当てられた。

「……エスパー？」

「その例え、古いですよ」

「……もういいでしょ。仕事、するよ」

　強制的に話題を切り上げ、またパソコンと向き合う。隣でまだぎゃあぎゃあと渡辺が騒いでいるが、集中することで声をシャットダウンした。仕事に集中する泉の心の奥底には、『自分のしたことは間違っていたのか』そんな思いがちらつき始めていた。
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「ああ、今日も疲れたな」

　こんな日はタクシーに身を預けて帰りたい。そんな贅沢な思いを抱えながら駅までの道を歩く。日はとっくに沈み、夜の街は人でにぎわっていた。そんな中を一人で歩くのにも少しずつ慣れてきた。少し前まで美晴の車で帰っていたのは遠い記憶。

　寂しくないと言えば嘘になる。しかし、渡辺と話した内容があの日から泉の頭から離れない。大学、コーチへの恩。未来ある選手を応援。その方法が合っているのかと聞かれれば、胸を張ってＹＥＳと答えられない自分がいる。

　今でも美晴と茂木が並んだ姿を想像すると胸が締め付けられるように苦しい。初恋というものは本当に厄介なもので、体中にこびりついて離れない。

　今は仕事があるため、気も紛れる。今日渡辺が誘ってくれたランチは、サラダのドレッシングが美味しかったうえに、パスタも大当たりだった。日参してしまいそうだと言えば、太りますよとはっきり言われてしまった。そんな風に何気なく日々を過ごすことでこびりついた思いが落ちていけばいい。

（時間が最高の薬とは言うけどね）

　浮かんだ悩みを振り払うように前を向いた時だった。泉の目の前にある人物が飛び込んでくる。帽子を深くかぶっているが、間違いない。人ごみに慣れないのか、足取りがおぼつかず、人にぶつかったりしている。

「っ！」

　その様子を見て、泉は思わず駆け出す。大切な体だ。怪我でもしたらどうする、という焦りが泉を突き動かした。

「な、何をしているの！」

「あ、木村選手」

　泉が見つけたのは茂木だった。転んで怪我などしたら、とそんな思いで腕をつかむ。

「……私はもう選手じゃないよ。それより、どうしてここに……？」

「あなたに会いたかったって言ったら信じてくれますか？」

「……私に？」

「だって、あの日以来一度も来てくれないから」

　それは、と泉は口ごもる。勢いよく走りだしてしまったが、今更ながら気まずさでいっぱいだった。

「これを見てほしくて」

　差し出されたのは一冊のノートだった。ノートの表紙には、二千ＸＸ年七月～長距離記録。と書いてあった。見覚えしかないノートに、泉は思わず手を伸ばしてしまう。

「ここ、木村選手の記録があるんです」

「……うん。知って、る」

　非公式ながら、日本記録突破！　と黒マジックで書かれている。懐かしい文字に、泉の口元が自然とほころぶ。

「私、この記録にあと三秒というところまで迫りました」

「……そうなんだ。頑張ってね」

　悔しさは不思議となく、泉は心の底から応援を口にする。これを見せるためにわざわざ来たのだろうかと思うと、少しだけ微笑ましく思う。ノートを返却しようと茂木に差し出すが、手が伸びてこない。

「どうしたの？」

「……私、絶対に負けません。絶対に国際大会でメダルを取ります」

「……うん」

　決意を込めた瞳には力強さがあった。泉はその視線に気圧され、言葉を失う。

「だから、譲ってください。与根塚さんを私に。陸上を諦めたなら、与根塚さんも諦めてください」

　それだけ言うと、茂木はノートを奪い去り、あっという間に立ち去ってしまった。残された泉は呆然とその場に立ち尽くす。

（……そんなこと言わなくたって……）

　疲弊しきった体に追い打ちをかけられたようだった。泉は俯き、履き慣れないヒールを見つめる。本当ならあのシューズだって自分が履いて、走っていたかもしれない。そうしたら美晴も陸上も全て泉の物だったのではないか。

　そんなどす黒い思いだけが、泉の中を占めていた。
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　茂木の来訪と、美晴との接触がなくなってさらにひと月が経過した。茂木のシューズも完成し、美晴が急に呼び出されることはなくなった。そして明日はシューズの商品発表と茂木の大会に向けての現状説明と結団式の日だ。奇しくもその会場は初めて二人が過ごしたホテルだった。大広間を貸し切っての会見に、茂木への期待が溢れている。

「木村、行けるか」

「はい。すぐ行きます」

　会見の準備状況を確認するため、久しぶりに美晴に同行する。久しぶりに二人きりになったことに、泉は不謹慎ながら胸を高鳴らせた。会社の前に停められたタクシーに乗り込むと、行先を告げなくても発進した。

「いよいよだな」

「はい」

　これから会場に向かい、リハーサルも行う予定だ。会見は社長が行う予定だ。質疑応答のために美晴も壇上に立つ。与根塚の名を背負う美晴は、これからもっと注目されるだろう。

（さらに遠い人になっちゃうな）

　移り変わる景色をぼんやり見つめると、前にもこんなことがあったと思い出される。あの時は夜の街並みだったが、今は真昼。同じ道だが全く違う景色に見える。

　あの時は指先が触れ合っていたが、今は互いに外を見つめ、視線が絡むこともない。

　タクシーの後部座席ということもあり、二人の距離はそれほど遠くない。手を伸ばせばすぐに届く。しかし、泉にはその距離が途方もなく遠く感じていた。まるで心の距離を表しているようだ。沈黙が続き、気まずい空気が流れたタクシーは、昼間の渋滞につかまっていた。代わり映えのない景色が続き、沈黙に耐えられなくなった時だった。二人の空気を切り裂くような電子音が鳴り響く。スマートフォンの着信音だと気づいた時には、隣から「もしもし」という声が聞こえてきた。

「……茂木さん。ええ、はい。今向かっていますよ。ええ……そうですね」

　相手が茂木だというころで、泉は聞こえていないふりをする。しかし、耳は美晴の声に集中していた。気になる単語がいくつか飛び交うが、会話の内容は読めない。

（ああ、いやだな。結局気にしちゃってる……）

　自分の気持ちがあちこちぐらつき、そのたびに心が引き裂かれそうになる。陸上を諦め、初恋を支えにして、仕事一本で生きていく気でいた。しかし、結局陸上も恋も仕事もどれも諦められない。今も美晴が茂木と話しているというだけで、気になって気になって仕方がない。

　拳をぐっと握り締め、小さく息を吐く。隣ではまだ会話が続いている。中々気持ちが切り替えられず、じわりと涙が浮かんできた。

（こんなんじゃ、だめ）

　握っていた手を開き、頬を二度叩く。思ったよりもいい音が出てしまった。あっと思った時には、驚きに目を丸くした美晴と視線が合った。

「ご、め、ん、な、さ、い」

　ほとんど口パクと言っていい音量で謝罪する。すると、固まっていた美晴の表情が崩れた。ここのところ気になるほどしっかり固定されていた眉間の皺が解けて、泉の良く知っている美晴の顔だった。久しぶりに見たリラックスした表情に、今度は泉が固まってしまった。

　しばらく沈黙が続き、おそらく電話越しに名前を呼ばれたのだろう。美晴がはっと我に返り、会話を続けた。一瞬以前の関係に戻れるかと期待したが、一気に現実に引き戻される。ぐらぐらと揺れる不安定な気持ちを必死で正すべく、泉はまた車窓からの景色を見つめるしかなかった。
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　壇上に並んだ、白いクロスのかけられたテーブル。中心には完成したシューズ。周りを囲うように席は四つ。当社社長、井口監督、茂木美咲、そして美晴の席だ。開発に関わったスタッフと泉は会場の後ろのほうで会見を見守ることになっていた。新聞社、テレビ局、雑誌記者など様々な人たちが今日のために集まってきている。ざわざわした気持ちを抱きつつも、楽しみであるのも間違いない。それでも二人が並ぶ姿を見つめるのはまだ辛い。自分はこんなにも弱い人間だったと改めて思い知らされてしまった。腕を組み、ぐらぐら揺れそうなヒールの沈む毛足の長いじゅうたんの上で、必死に踏ん張る。

　未だ気持ちの整わない泉を置き去りにして、無情にも会見が始まる。

「報道関係者の皆様。本日はお忙しい中、株式会社ＹＯＮＥＺＵＫＡスポーツの新商品発表会かつ茂木美咲壮行会にお集まりいただきありがとうございます。本日のタイムスケジュールは……」

　主催の一つであるテレビ局のアナウンサーが美声を響かせながら会見が始まる。自分とは遠い世界を泉はぼんやりと見つめた。

「ＹＯＮＥＺＵＫＡスポーツの社長、与根塚美よし人ひと様と、そのご子息、与根塚美晴様、陸上一万メートル日本代表、茂木美咲様、コーチである井口楓かえで様のご入場です」

　ご子息、という事実を泉は今初めて知る。関係者ということは気付いていたが、まさかの直系だったとは。そういえば、泉は美晴のことを何も知らないに等しい。そんな悲しい事実に今気づいてしまった。

（名字が違ったことも、聞いていない）

　泉が知っていることは少ない。高校時代の面影を残した笑顔と反対の、少し意地悪な笑顔。そして、セックスの相性の良さ。

（っ、何を！）

　商品説明が続いている仕事の最中に、最後に抱かれたことを思い出してしまう。顔に熱が集まるのと同時に、腹の奥底がじくじくとうずく。あまり綺麗とは言えないラブホテルでの行為は、乱暴ながらも不快感はなかった。思い出してしまうと、一気に与えられた快楽が蘇る。

　耳元で何度も名前を呼ばれ、泉が好きな奥を何度も突き上げられた。足をこれでもかと開かれ、肉がぶつかる。そのたびに上から降り注ぐ汗が肌の上を滑り落ちた。美晴は泉が初めてだと言っていた。あの言葉に嘘がなければ、彼の乱れる姿は自分しか知らない。

　優越感。それが真っ先に浮かんだ感情だった。

（……最低だ。私）

　踏ん張って立っていた足の力が抜け、壁に背を預ける。諦めが悪い自分にほとほと嫌気がさしてしまう。小さくため息をついて、前髪をかき上げるが、火照った体と最低な思考はどうにも収まりがつかない。

　そろそろ初恋を諦めて次に進むべきだと分かっているが、心も体も思考について行ってくれない。こじらせた気持ちの昇華する方法を誰か教えてほしい。いっそ、美晴以外の誰かと体を重ねれば忘れられるのか。などと、最低な方法が頭の中をめぐる。

　つい先日まで、商品が完成したら二人の仲を公表しようなんて話をしていたが、それも遠い過去になってしまった。

　たくさんのライトで輝いている壇上をどこか遠い目で見つめる。相変わらず美晴は素敵だ。どうあがいても目を奪われてしまう。

（いっそ会社を辞めるのも手なのかな……）

　陸上を辞めたように。と、どんどんと卑怯な考えが芽生えてくる。しかし、その選択肢に泉は人知れず首を横に振る。茂木のことがあれど、今の仕事にはやりがいを感じていた。辞めるという選択肢は頭の中にはない。それならば、と次の考えをめぐらせる。休日出勤もここのところ頻回で、代休を取れと言われていることを思い出す。

（ずっと忙しかったから、少しゆっくり休みたいな……）

　ぼんやりと今後のことを考えていると、商品説明が終わり、記者たちの質問へと移っていた。主に、茂木への質問が多く、次いで、商品の特徴や一般販売の時期についてなどの質問が飛び交う。積極的な場に、この企画の成功を確信する。

「では、質問もなさそうなので……」

「すみません、最後によろしいですか？」

　アナウンサーが締めの言葉に移ろうとしていた時だった。一人の記者が時を見計らったように挙手した。その腕には、ゴシップ誌の名前が書かれた腕章がついていた。

「これはとあるところからのリークなんですが、与根塚のご子息である美晴さんと茂木選手が恋仲であるのではないかという情報がありまして」

　記者の質問に、周りがざわめく。想定外の質問だが、司会は顔色一つ変えず、「その質問はお答えできません」と返答する。しかし、記者はめげずに質問を続ける。

「茂木選手、どうですかね？」

　名指しされた茂木が、すぐに顔を赤らめ、マイクを持つ手をもじもじとさせている。時折美晴のほうに視線を配せており、好意を隠しもしない。走る姿とは全く別の愛らしい姿に、フラッシュが集中する。答えてください！　と質問した記者以外がはやし立てるように声を荒げる。アナウンサーが制止するが、誰も言うことを聞かない。

「……私は、あの、もしそうだったら……」

「お待ちください」

　茂木がマイクを口にして質問に答えようとしたが、誰かの声によって遮られる。声の主に視線が集まる。もちろん、泉も声の主を探す。

「そのことに関して、息子より伝えたいことがあるそうです」

　声の主は社長だった。そして、美晴がゆっくりと立ち上がり、マイクのスイッチを入れる。

「お騒がせして申し訳ございません。今質問がありましたが、少し私の話をさせてください」

　開場に響く低い声に、泉は胸の奥がぎゅっと締め付けられる。フラッシュを浴びながら堂々と話す美晴はとても遠い人に見える。

「私の過去をご存じの方も多いと思いますが、私は学生のころ、この仕事に魅力を全く感じておりませんでした。若いころ特有の反抗期ですね」

　覚えのある方もいるでしょう？　と苦笑いを浮かべれば、記者たちに小さな笑いが広がる。

「それはもう、ひどい反抗期で……東京にいるのも嫌になり、母方の祖父母の徳島県で高校時代を過ごしました。そこで私は運命の出会いをしたんです」

　運命とは？　と興味を隠さない声が飛び交う。

「ただただ走るのが楽しいとまっすぐ前を向いて走る一人の選手は……とても美しく、自分にはない輝きをもっていました」

　うっとりと過去を思い出すように、声に懐郷をのせていた。長いまつげが伏せられ、誰もが美晴の一挙一動にくぎ付けになる。もちろん、泉も例外ではない。

「彼女が走るためのシューズを。私はその思いだけでここに立っています」

「その選手というのは、茂木選手のことですか？」

「……いいえ。彼女は……残念ながら引退してしまいましたが……私のシューズへの思いは決して消えることはありません」

　自分の話だと気づいたのは、壇上から名前を呼ばれた時だった。

「泉。君がいたから今の俺がいる」

　会場に響き渡る声はそこで途切れた。美晴がマイクを置いた。スイッチを切らなかったためか、ハウリング音が会場に響き渡る。

　会場が再度ざわめきに包まれる。壇上からは逆光になり、泉のいる場所は分からないはずだ。しかし美晴は自分だけをまっすぐに見つめこちらに向かってきていた。泉は思わず後ずさろうとしたが、あいにく背後は壁だ。逃げ場所はどこにもない。

　先ほどまで質問に躍起になっていた記者たちが美晴に道を譲る。こういう時こそテレビでよく見る光景のように囲んで阻止してほしいという願いは届かなかった。

「泉」

「……っ、よし、は……」

　まっすぐに見つめられ、もう逃げ道はなかった。顔を逸らすこともできない強い視線に囚われてしまった。

「茶番は終わりだ。気が済んだか」

「……なんの、こと」

　知らないふりをするには無理があったが、それでも泉は素直になれなかった。目の前の男性から大きなため息が聞こえてくる。また呆れられたと肩を震わせる。すると、大きな手が泉の頬を包み込んだ。

「もう逃げられないぞ。俺をここに立たせたのは木村泉、お前だ。一生、離すつもりはない」

「それは……」

　どういうこと？　と聞かなくてももう、分かってしまった。言葉の意味を理解した泉の瞳に涙が浮かび、次から次へとこぼれていった。今までは堪えることばかりで、こんな風に泣いたことなどない。

「やっと俺の前で泣いたな」

「……っ、なに、よ」

「泉は悲しい涙は我慢するだろう？　選手時代もそうだった。負けて悔しい時は涙を流さず、嬉しい時だけ思い切り泣く。違うか？　今の涙は、嬉しいんだろう？」

　全て図星だった。流れる涙をそのままに泉は美晴を見上げる。ぼやけた視界でも、美晴が笑っているのがはっきりと分かったしまった。

「泉だけだ。泉だけを愛している」

　その言葉と同時に、待ち望んだものが下りてくる。早くと泉は薄く口を開けて美晴に向かって手を伸ばす。指が、手のひらが背中に届いた瞬間、呼吸を奪われた。追いかけて香るライムに、泉は心底安心してしまった。

　背後からどういうことですか！　と記者が叫んでいるのが聞こえる。しかし、二人はその問いに答えなかった。なぜなら代わりに大きな声が会場に響いたからだ。

「ご覧いただきましたでしょうか。初恋の人を忘れずにここまで来た愚息を。こんな公の場で身内の恥をさらすようですが、皆様どうぞ祝福してやってくれないでしょうか」

　まさかの後押しに、泉は目を丸くする。そして視界の端には今にも泣きだしそうな茂木の姿があった。

　謝罪など、到底口にできない。それでも泉は決して目を逸らさず、茂木を見つめる。すると先に茂木が何かを口にしている。

　読唇術の心得もない泉だったが、それは「ごめんなさい」と言っているようにも見えた。
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　初めて抱かれた日と同じ部屋だった。最後に抱かれた日と違い、今度は入り口で交わることもなかった。ジャケットを脱ぐ衣擦れの音に、肩を震わせる。

「今すぐどうこうしようってことじゃないから。少し座って」

　備え付けのソファの隣をぽんぽんと叩かれる。おずおずとゆっくり隣に腰かけると、肩にずしりと重みを感じた。

「はー……マジで疲れた。頼むから少しこうしてて」

　泉の方に美晴が頭を預けてきていた。甘えられていることに驚き、体が固まる。しばらく沈黙が続き、先に口を開いたのは美晴だった。

「聞いたぞ。監督に言われたんだろう」

「……え？」

「ごまかさなくていい。わりと初めに知っていたから」

「……そう、なんだ」

　一人茶番に踊らされていたのかと泉は心底落ち込む。しかし、会見での茂木の様子を見ると、彼女は知らないのでは？　と疑問を抱く。

「茂木さんにも初めのころにきちんと伝えた。女性として扱うことはできないと」

「え……」

　衝撃の事実だ。では、泉のもとに宣戦布告しに来た時にはもすでに……ということだろうか。纏まらない考えに、思わずうなってしまう。

「それならば、振り向かせてみせるとはっきり言われた。電話だって仕事の付き合いだし、二人きりで会うことは絶対にしていない。井口監督も一緒だ」

「……そう、だったんだ」

　ほっとしたような、そうでないような。複雑な気持ちを泉は抱く。もしこれで記録が落ち込むようなことがあれば、未来ある選手の今後を奪ってしまったのではと思ってしまう。

「結局は練習が全てだ。精神的な支えは自分自身であるべきだと俺は思う」

　まあ、サポートは必要だがな。と美晴が付け加える。泉はゆっくりと顔を上げ、初めてまともに美晴を見つめる。

「……っごめんなさい」

　ずっと心の中に燻った思いを謝罪として口にする。泣くまいと決めていたが、我慢できなくなった涙が、ぼろぼろと溢れ出てくる。

「ごめんなさい。もう、我慢しなくてもいい？」

「いいよ」

「ごめんなさい。私のしたことは本当に不誠実だった。ごめんなさい」

　泣いて謝って済むことではない。泉のしたことは本当に愚かなことだった。自分ではいいと思っていたことで多方面を傷つけてしまっていた。

「泉は断れなかっただろう。病気を盾に付け込まれたようなもんだ」

「そうだとしても、私は自分を信じ切れなかった。美晴のことも信じ切れなかった」

　本当にごめんなさい。ともう一度謝罪する。

「俺も、間違っていた。半分意地になってたし、泉がシューズのために頑張っていることも知っていたから。結局俺の態度は泉を傷つけた」

　泉を甘やかすような言葉。思わずそのまま縋ってしまいたくなるが、必死で堪えた。

「美晴は、優しいね。ずっと私に優しい」

「俺は優しくないよ。泉にだけだよ、こうするのは」

　目尻に流れる涙をぬぐわれる。指先から伝わる熱が全身に染みわたる。

「泉、キスしていい？」

「……っ聞くの？」

「だって、前みたいに舌を噛まれたらいやだろう？」

「……あの時は、本当にごめん」

　いいよ。柔らかい声が聞こえたと思ったらそのまま唇をふさがれる。いつもなら泉の返事を待つのに、と思ううちに、キスが深くなる。肉厚の舌が、泉の隅々をめぐる。ひとつひとつの感触を思い出すような動きに、体の力が抜けていく。

「待てなかった」

「……？」

「泉がキスを待ってる顔。見るのが好きなのに、待てなかった」

「そんなの……」

　あなたが望むなら、いつでも。吐息を交わしながらそう呟く。すると、美晴の口元が緩む。

「抱きたい。ゆっくり、泉を味わいたい」

　向かいあって抱きしめられる。押し付けられた熱に、泉の体はすぐに反応してしまう。

「わたしも」

　伸ばせなかった手を背中に回す。二度と触れ合うことはないと思っていた背中にまた触れることができた。そんな喜びに、泉はまた涙を流した。
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　ゆっくり泉を味わいたい。

　そんな言葉通りに、美晴は泉の全身を舐めたがった。一日働いた体は決して綺麗なものではない。今はストッキングを脱いだ足の指を一本一本舐め取っていた。いつもとは違う感覚に、体を震わせ、吐息を漏らす。舌はゆっくりと上がり、ふくらはぎ、太ももと進んでいく。次は、と期待していると、うるんだ中心部を避けて腹へと向かう。へそ回りを一周したあとに、ゆっくりと顔を上げる。舐められた部分が妖しく光り、さらなる扇情を煽る。

「どこに来るか、期待した？」

　美晴の問いに、泉はゆっくり頷く。素直に出た反応に、泉のほうが驚いていた。

「素直な泉もかわいい」

　そのまま腹にキスが落ちてくる。キスというには重たく、鈍い痛みが走る。美晴が唇を落とした場所には、真っ赤な花が咲き乱れている。

　泉がその花に見惚れていると、舌はどんどんと上ってくる。待ち構えるように揺れる乳房越しに、舌の行先を追う。

　乳房の形を縁取り、乳輪をかたどる。ぷっくり膨らんだ乳首にはかすりもせず、物足りないとため息が漏れる。

　そのまま乳房を通り越し、首筋にキスが落ちる。ちゅ、ちゅ、と小さなリップ音とともに、何度も舌が上下する。

「少しお預け」

「あ、や、だあ……」

　欲しい、とねだると、指で乳首を弾かれた。甘い刺激に、待ち望んだような声が漏れる。数度弾かれたのち、軽くしごかれた。

「かわいい。俺だけが知っている泉」

「……っよし、はるが、したんでしょ」

「そうだよ。俺が全て教えた」

　笑みを浮かべた後、大きく口を開ける。何かと思えば、揺れる乳房にがぶりと噛みつかれた。

「っ！」

　鋭い痛みを想像したが、それはやってこなかった。代わりに、全身をめぐる甘い刺激。甘く食まれ、乳首を吸われる。待ち望んでいた刺激に、高らかに鳴く。

　揉まれ、食まれ、吸われる。単調な刺激ではなく、複数を組み合わせられ、泉は刺激を貪る。泉のいいところなどとっくに知り尽くしている動きだが、今日はどこか焦らされているようだった。

「よし、はる」

　中心部が熱を持ち、じんじんとうずく。このうずきは美晴にしか埋められないことを、泉の体は知っていた。蜜が溢れだし、シーツを濡らす。水たまりができてしまうのではと危惧してしまうほどに、泉の体はうるみきっていた。

「ほしい？　何が欲しい？」

「っ、美晴、よしはるのが、欲しい」

「どこに欲しいの？」

　意地悪気にそう聞かれたため、泉は美晴の手を取り、うずいて止まない場所に導く。

「ここ、に、ほしい」

　導いた場所は、しとどに濡れる、中心部。自分は今ひどい顔をしているだろうとも自覚していたが、うずきが収まらず、どうにかしてほしい思いでいっぱいだった。

「っ、」

　喉仏が上下するのが見える。美晴の手に自分の陰部を押し付ける。思わずため息が漏れ、数度同じことを繰り返した。

「ここまでとはな」

「誰が、こんな風にしたと……」

　吐息に乗せて反論すると、楽しそうな笑い声が聞こえてくる。余裕な美晴に恨みがましく視線を向けると、蜜を纏った突起ををこすりつけていた手が離れていく。

「あ……」

　もの悲しくて、追い縋るような声が出てしまう。そんな自分に気づいている美晴が、じっと見つめてきた。

「今、埋めてやるからな」

　素早くコンドームを被せて、泉の足の間に割り込んでくる。今か今かとその瞬間を待ちわびていると、躊躇なくナカに入り込んでくる。

「っ、ああ！」

　叫び声とともに、泉はすぐに絶頂を迎える。待ち望んでいたものだったが、うずきは解消されない。未だに腹の奥が苛み、物足りないと叫んでいた。

「これからだから」

　足を思い切り開かれ、上から叩きつけられるように出し入れされる。蜜が飛び、卑猥な水音を響かせる。今までにない激しい動きに、苦しさと快楽が入り混じる。しかし、段々とナカがほぐれていくうちに、堪え切れない刺激が中心部から広がる。

「ア、あぁっ、ん、ぅ……はぁ……」

　動きに合わせて漏れ出る声。一人では耐えきれない刺激に、泉は迷わず美晴の背中に手を伸ばした。理性を失う一歩手前の感覚が、苦しく、もどかしい。その気持ちをぶつけるように、回した手に力を込める。

「イっていいよ」

　甘い甘い媚薬のような声でささやかれた。泉はその言葉に従うように、理性を失う。快楽を貪り、だらしなく口を開け、真っ白な世界へと飛び込む。目の前が弾けて、一瞬視界が奪われた。ゆりかごに揺られるような心地よい絶頂に包まれている。すると、泉の意識を引き戻すかのように、耳元でささやかれる。

「まだだよ。泉を味わうって言っただろ？」

　その言葉で一気に現実に引き戻される。その後の泉を待っていたのは、絶えることのない快楽だった。
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　設置されていたデジタル時計は二時を表示していた。薄明かりの中でそれだけ確認すると、泉はまたベッドの中に沈んだ。

「お前、冗談でも二度とあんなことするなよ」

　全てを終えて生き生きとしている美晴が泉に水を差し出してくる。力の入らない手で受け取ると、ぎしりとベッドが沈む。

「……っ、ごめんなさい」

　かすれた声でそう口にすると、隣から大きなため息が聞こえてくる。

「謝らなくていい。そんな泉を好きになったから仕方ない……それより、返事は」

「分かりました」

　泉の返事に、美晴が小さく頷く。ほっとしたような表情を見せ、自分の考えが間違っていたことに改めて気づかされた。

「……美晴？」

「ちょっと、待ってろ」

　情事の名残を残した体をそのままに、美晴がベッドを抜け出す。どうしたのかと背中を見つめていると、何かを手に戻ってくる。

「……俺の夢を叶えてくれよ」

「……？」

　よくよく見ると、手には一足のランニングシューズ。見たことのある形だったが、色は赤とオレンジの二色が入り混じるまるで夕日のような色をしている。先ほどの疲労を忘れ、泉はがばりと体を起こす。

「俺はいつも日が暮れるまで泉の練習を見ていた。ある日、真っ赤な夕日に向かって走る泉に、俺は心底目を奪われた」

　それをイメージして、特注だと美晴が続ける。あまりのことに呆けていると、両足をつかまれ上に引っ張られた。その勢いのまま泉はベッドの上でひっくり返った。

「ちょ！　何する……！」

「黙ってて」

　体を起こそうとすると、また足を上に引っ張られた。またもやベッドに沈み、泉は抵抗を諦めた。視界いっぱいに広がる天井を見つめていると、片足に何かが触れる感覚があり、しばらくしてもう片方の足にも同じ感触を受ける。見なくても分かる。靴下とシューズを履かされているのだろう。しばらくされるがままになっていると、「もういいぞ」という声が聞こえた。

　その声に逆らわずゆっくりと体を起こすと、夕日色のシューズが真っ先に目に入った。裸に靴だけ、なんて滑稽な恰好だった。しかし、泉の涙腺を崩壊させるには十分すぎた。

「……っ、ごめん」

「なんで謝る？」

「約束、守れなくて……」

「そんなの、小さなことだ。泉が、健康で今俺の側にいることのほうがもっと大切だ」

　心臓の音が間近に聞こえる場所に包まれる。それでも溢れ出る涙は止まらない。何度も謝罪をすると、そのたびに強く抱きしめられた。

「……っ、わたし、走りたい」

「無理するな。また貧血が悪化したらどうするんだ」

「でも、走りたい。少しでもいいの。美晴と並んで。次の受診の時に先生に聞いてみる」

　美晴は何度も無理するなと説得してきたが、泉の意思は固かった。

「少しでいいの。私にもあの時の夢を叶えさせて」

「……受診には俺も付き添う。それが絶対条件だ」

　過保護だと泉は口を尖らせた。しかし、今はそんな事よりも喜びが勝っていた。膝を抱え、真新しいシューズを撫でる。私だけの、シューズ。美晴が自分のためだけに作ってくれた特別な存在。喜びを隠せず、泉は口元を緩めた。

「……っ、泉、覚悟しろ」

「……へ？」

　夕日色が消え、見えたのは視界いっぱいの美晴と、天井。あれ？　と思っていると、覆いかぶさるようにキスが降ってくる。

「っ、ちょ」

「そんな顔する泉が悪い。責任を取って」

　首筋を舐められ、隠れていた快楽がまた目を覚ます。拒絶は意味をなさず、いやらしい手が体を這う。

「っ、くつ、よごれちゃう」

「ダメだ、脱がさない。このままで」

「っ、もう」

　二人の夢がもうすぐ叶うかもしれない。浮かれた泉はそのまま美晴の愛撫に身を任せた。

「走るときも、一緒に。隣にいて」

「……もちろん。ずっと側にいるよ」

　淡い初恋が実ったことに心を弾ませながら、泉は次の言葉を待った。

「ねえ、ここはキスしていい？　って聞くところでしょ？」

「ああ、そうだった。なあ、泉。キスしていい？」

　泉の返事は、もちろん決まっていた。追いかけてくるライムの香りを想像して、泉はゆっくり目を閉じた。






あとがき








　この度は「肉食御曹司の淫らな独占愛〜動き出した初恋に甘く溺れて〜」をお読みいただきありがとうございました。濃蜜ラブルージュさんからお話をいただいた際、とても嬉しかったのも記憶に新しいです。エッチシーンに関しては濃蜜様ならではのご指導に、ひいひい言いながら書いていました。

　けれども、普段自分がついつい飛ばしてしまいがちなところを教えていただき、素晴らしい作品に仕上がったと思います。そして、表紙、タイトルロゴも素敵に仕上げていただき、とても嬉しいです。編集部の皆様、小こ島じまきいち様、デザイン担当会社様。そして購入してくださった皆様。本当にありがとうございました。この場を借りてお礼を申し上げます。

　そして、ここからは本編に入らなかった裏話を少しお話させてください。まず、ヒーローである美晴は分かりやすい反抗期のため母親の実家へ行くことになりました（本人の希望）。そこで泉に出会ったのですが、陸上に打ち込む泉がまぶしくて、気づけば目で追っていたという典型的な青春恋愛ですね。美晴は見た目のせいかとてもよくモテましたが、まぶしい存在である泉との出会いがあったことでまっすぐに（？）成長できました。四国を離れ、東京に戻ってから真っ先に父親の元に行き、跡を継がせてほしい。そのための努力は怠らない。一生かけて愛していると言える人に出会えたと頭を下げました。その後、自分を納得させるような仕事をしてみろ、と海外に放り出され、その間に泉が引退したことを知りました。

　しかし、何の成果も残していない自分が泉の側に行って何ができると踏ん張りつつも、泉の大学就職課へ求人票を掲載し、何とかして泉と自分が繋がりを持てるように必死になっていました。結果として運が重なり再会した二人。仕事ではよいパートナー、私生活では甘々カップルとして末永く幸せに暮らしていきます。両家挨拶の際に、美晴の両親が「美晴が一生かけて愛していくと言った人だな」と本人たちの目の前でぽろっと言ってしまい、珍しく顔を真っ赤にした美晴が見られることでしょう。サブキャラの渡辺ちゃんも大好きなので、この子にも幸せになってほしいところです。開発に関わった選手などに猛アタックされて……という輝かしい未来が待っていたら夢がありますね。

　長々と語ってしまいましたが、ここで美晴と泉の物語はいったん終了となります。

　皆様はどんな二人の未来を想像しますか？

　障害が多く、幸せになるまで時間がかかった二人なので、これからは穏やかに過ごしてほしいなと作者ながらに思っているところです。お話を読み終えて、少しでも幸せな気持ちになってもらえたら幸いです。

　ここまでお付き合いいただき、本当にありがとうございました。それではまたどこかでお会いできたらと思います。
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